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史
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具

古

原

宏
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中
国
の
北
宋
時
代
、
十
、
十

一
世
紀
は
、
知
識
人

の
教
養

の
理
想
と
し
て
の
詩
書
画
三
絶
が
、

一
人
に
具
有
兼
備

さ
れ
る
こ
と
を
目
的

　

　

と

し
た
高
い
境
地
が
達
成
さ
れ
た
時
代
、
そ
し
て
三
絶
を
備
え
た
文
人
が
実
際
に
輩
出
し
た
時
代
で
も
あ
る
。

そ
し
て
ま
た
三
絶
を
支
え
た
文
房
具
、
中

で
も
四
宝
と
よ
ば
れ
る
筆
紙
墨
硯
の
四
つ
を
賞
玩
し
、
そ
の
よ
り
高
い
品
質
を
追
求
し
た
時

代

で
あ
る
。
四
宝

の
う
ち
最
も
愛
さ
れ
た
の
は
硯
で
あ
る
。
文
房
趣
味
の
端
緒
を
開
い
た
、
宋
初

の
蘇
易
簡

(九
五
八
-
九
九
六
)
は
、

そ
の
著

『文
房
四
譜
』
の
中
で
、

四
宝
は
硯
を
も

っ
て
首
と
な
す
。
筆
墨
紙
は
皆
随
時
収
取
す

べ
き
も
、
終
身
と
も
に
倶

(と
も
)
に
す
べ
き
も

の
は
、
た
だ
硯
の
み
。

と

い
い
、
獅
条
に
引
く
同
時

の
愛
硯
家
、
唐
絢
は
そ
の
著

『
硯
録
』
の
冒
頭
で
、

予
生
ま
れ
て
十
五
六
歳
、
す
な
わ
ち
硯
墨
紙
筆
を
篤
く
喜
ぶ
。
四
者

の
好
は
皆
鈎

(
ひ
と
)
し
き
も
、
墨
紙
筆

の
ご
と
き
は
居
常
購

求
し
、
必
ら
ず
そ
の
精
な
る
も
の
を
得
、
た
だ
こ
れ
ら
を
取
用
す
る
こ
と
乏
し
か
ら
ず
、
終
身
愛
す

べ
き
は
独

り
硯
の
み
。

と
蘇
易
簡
と
同
じ
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
誰

の
眼
に
も

一
緒
に
映
る
こ
と
ら
し
い
。

同
じ
こ
と
を
青
木
正
児
先
生
は
さ
ら
に
詳
し
く
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

(文
房
)
四
宝
の
中
で
最
も
欣
賞
さ
れ
た
の
は
硯
で
あ
る
。
他
の
三
宝
が
皆
消
耗
品
で
あ
る
の
に
比
べ
て
、
硯
は
殆
ど
不
動
産
的
性

質
を
持

っ
て
い
る
か
ら
、
殊
更
珍
重
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
次

い
で
墨
は
貯
蔵
が
き
く
し
、
古
い
物
が
愛

玩
さ
れ
る
。
紙
も
古

い
の
が
よ
い
が
、
筆
だ
け
は
新
し
く
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
…
そ
う
い
う
事
情
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
硯
と
墨
と
に
関
す
る
専
著

21
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が

、

先

ず

宋

代

に

お

い

て
少

か

ら

ず

現

れ

た
。

…
紙

と
筆

と

に
関

し

て

は
宋

代

に
著

書

と

い
う

ほ

ど

の
も

の
を

見

な

い
。

米

苛

も

ま

た

右

の
大

勢

に
同

じ

で
あ

る
。

紙

に

つ
い

て

は
麻

紙

、

白

麻

紙

、

観

音

紙

、

澄

心

堂

紙

の
四

種

の
名

称

を

い
う

だ

け

で
、

特

別

の
立

論

は

な

い
。

そ
し

て
筆

に

つ
い

て
は

皆

無

で
あ

る
。

墨

に

つ
い

て
も

、

こ

こ

に
取

り

上

げ

る

斯
条

に

い

う

螺

墨

だ

け

で
あ

る

。

一
方

硯

に

つ
い

て

は
、

こ

の

柳
条

と

、

捌

徐

煕

風

牡

丹

図

、

…
後

易

研

与

唐

林

夫

。

と

の

二
条

が

あ

る

。

(唐

林

夫

の
硯

に

つ
い

て

は
後

述

)

た

だ

し

、

こ

こ

で

は
独

得

の
議

論

の
展

開

が

あ

る

。

ま

た
天

下

の
名

品

と

う

た

わ

れ

て

い
た
南

唐

李

後

主

旧

蔵

の
硯

山

は
、

も

と

よ

り
米

苦

の
自

慢

の
逸

品

だ

っ
た

の

だ

が
、

潤

州

け

露

寺

　

ヨ

の

一
隅

の
占

家

と
交

換

に
出

さ

れ

る
。

彼

の

最
後

の
居

宅

で
あ

る
。

『
画

史

』

中

の
紙

、

ま

た

硯

山

に

つ

い

て
は
、

別

に
稿

を

改

め

る

こ
と

と

し
、

こ

こ

で
は
紙

数

の
制

限

か

ら

も

、

墨

と

硯

だ

け

に

と

ど

め

た

い
。

『
画

史

』

の
収

め

る

硯

の
記

事

は

一
条

に
す

ぎ

な

い

が

、

彼

に
は

別

に

『
硯

史

」

の
専

著

が

あ

っ
て
、

両

者

を

対

照

す

る
と

、

柳
条

は

『
硯
史

』
、

中

で
も

そ

の
末

尾

の

「
様

品

」

九

七

◎

字

を
要

約

し

た

も

の
と

理

解

さ
れ

る
。

『
硯
史

』

は
米

苦

の
遺

し

た

業

績

の
中

で

も

最

も

重

要

な

文

献

と

し

て
清

朝

に
入

っ
て
尊

敬

さ
れ

る

よ

う

に

な

る

の
だ

が

、

斯
条

は

そ

の

エ

ッ
セ

ン

ス
と

も

い
う

べ
き

形

に
凝

結

さ

れ

て

い
る

。

難

解

さ

は

そ

の
要

約

の

し

か

た

と

字

句

の
飛

躍

の
人

き

さ

と

に
、

一
つ
に
は

原

因

が

あ

る

の

で

あ

る
。

斯

条

も

他

の
文

章

に
劣

ら

ず

、
読

解

は
困

難

を

極

め

る
。

中

で
も
伝

世

、

出
圭

の
晋

唐

宋

硯

と
行

文

と

を
対

照

さ

せ

、
修

辞

の

一

一
を

同
定

す

る

こ
と

が

最

も

む

ず

か

し

い
。

後

に
述

べ
る

鍬

(
こ

う

)

は

そ

の

一
例

で
あ

る
。

『
硯
史

』

の
意

義

に

つ
い

て
桑

行

之

は
、
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本
書

の
論
述
は
よ
く
独
り
硯
理
を
得
、
そ
の
歴
代

の
製
作
の
変
は
、
考
拠
も

っ
と
も
精
確
を
極
む
。

と
い
う
。
中
田
勇
次
郎
先
生
は
さ
ら
に
語
を
費
し
て
、

か
れ
が
石
を
溺
愛
し
、
佳
い
石
に
出
遭
う
と
、
帽
子
を
ぬ
い
で
礼
拝
し
た
と
い
う
逸
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
か
れ
の
石

に

つ
い
て
の
愛
好
を
硯
と
い
う
部
門
に

つ
い
て
、
精
力
を
傾
け
て
あ
ら
わ
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
…
…
か
れ
は
硯
の
歴
史
を
探
り
、

古
硯
の
実
例
を
多
く
と
り
あ
げ
て
、
そ
の
流
変
を
説
い
て
い
る
の
は
、
他
の
硯
録
に
見
ら
れ
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
…
…
宋
代
に
は
多

　
ら

く
の
硯
譜
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
も

っ
と
も
見
識
の
高

い
好
著
と
称
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
絶
賛
さ
れ
て
い
る
。
『
硯
史
』
並
び
に

『画
史
』
餅
の
独
創
性
、
独
自
性
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
『硯
史
』
の
史
的
位
置
に
も
か
か

わ
る
、
後
世
の
評
価
に
つ
い
て
述

べ
て
お
き
た
い
。

硯
説
、
硯
紀
、
硯
考
、
硯
譜

の
類
は
、
宋
以
後
、
元
明
を
経
て
清
朝
に
至

っ
て
激
増
す
る
。
書
物
と
し
て
の
分
量
と
い
う
問
題
も
あ

っ

て
、
書
名
の
数
だ
け
で
は

一
概

に
断
定

で
き
な
い
が
、
前
に
引
い
た
桑
行
之
の
編
著

『説
硯
』

の
目
次
に
よ
る
と
、
宋
十
三
、
元
二
、
明

六
、
清
三
十
六
で
あ
り
、
し
か
も

『
西
清
硯
譜
』
二
十
四
巻
の
よ
う
な
大
部
の
も
の
も

一
と
数
え
て
い
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
清
朝

の
愛

好

の
度
は
、
歴
代
を
断
然
圧
し
て
い
る
。

こ
の
硯
を
め
ぐ
る
清
朝
の
専
著
に
目
立

つ
の
は
、
米
希

『
硯
史
』
か
ら
の
お
び
た
だ
し
い
引
用
で
あ
る
。
呉
縄
年

『端
渓
研
志
』

の
よ

う
に

「様
品
」
全
文
を
収
録
す
る
も
の
、
朱
棟

『
硯
小
史
』

の
よ
う
に
、
米
苗
の
原
文
を
段
落
ご
と
に
収
載
す
る
も

の
、
黄
欽
阿

『
端
渓

硯
史
匪
参
』

の
よ
う
に
註
解
を
加
え
る
な
ど
扱

い
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
米
苛
を
硯
研
究
の
大
先
達
と
し
、
そ
の
著
作

『
硯
史
』
を
古
典
的

名
著

の
第

一
と
し
て
崇
敬
す
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
。

こ
れ
は

『書
史
』
『画
史
』
に
は
見
ら
れ
ぬ
傾
向

で
あ
る
。

「
葱
惇
人
を
殺
す
」

(『
書
史
』
47
、
『画
史
』
期
)、
「
あ
あ
、恥
ず
か
し
い
、
こ
ん
な
贋
物
を
見
せ
る
な
ん
て
、

こ
の
お
れ
を
殺
す
気
か
?
」
、
こ
ん
な
憎
ま
れ
口
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を
た
た
く
文
章
に
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
も
ま
じ
め
な
書
物

に
と

っ
て
再
録

の
道
は
な
い
。
だ
が
、
『硯
史
』

に
残

る
椰
楡
と
ペ
ダ

ン
チ

ズ

ム
は
、
ま
だ
軽
い
方
で
あ
る
。
第

一
、
書
画

の
場
合

の
よ
う
に
金
銭

の
利
害
関
係
で
人
を
傷

つ
け
る
こ
と
が
な
い
。
優
劣
の
品
等
だ
け

で
、
硯
に
は
真
偽
の
争
論
が
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
と
後
世
、
米
帯
を
硯
の
最
高
権
威
と
認
め
て
受
容
し
た
背
景
に
は
、
米
紳市
の
芸
術
、
人
間
の
双
方
に
対
し
て
評
価
が
安
定
し
、
尊

敬

を
集
め
る
に
至

っ
た
と
い
う
事
実
が
あ

っ
た
。
在
世
中
は
至
る
所
で
非
難
と
反
撫
を
買

っ
た
奇
嬌
な
言
動
は
、
個
性
的
芸
術
家
に
は
あ

り
が
ち
な
こ
と
と
、
か
え

っ
て
興
味
本
位
に
美
化
さ
れ
、
同
時
に
書
画
の
実
力
が
客
観
的
に
評
価
さ
れ
て
、
北
宋
を
代
表
す
る

一
流
の
文

　
　

人

と

し

て
、

蘇

戟

、

黄

庭

堅

と

並

ぶ

域

に
ま

で
高

め

ら

れ

た

。

(米

紳市
は

そ

れ

を
自

負

し

、

そ

う

な

る

こ

と

を
熱

望

し

て

い

た

)

米

苛

『
硯
史

』

が
歓

迎

さ

れ

た
背

景

に
は

、

こ

の
共

通

の
認

識

が
あ

っ
た

の

で

あ

る
。

繰

返

し

て

い

う

よ

う

に
、

『
画

史

』

㎜
条

は
、

清

朝

好

事

家

の
最

も

重

ん

じ

た

『
硯
史

」

の
要

約

と

い

っ
て

よ

い

。

精

力

を

傾

け

た

硯

に

関

す

る
彼

の
繭

蓄

は

、

こ

の

一
五

〇

字

に
凝

縮

さ

れ

て

い

る
。

全

体

は

ほ

ぼ
等

量

に

二
分

さ
れ

、

前

半

は
晋

唐

古

硯

、

後

半

は

「
本
朝

」

宋

硯

の
沿

革

に

つ
い

て
論

じ

て

い

る
。

一
〇

七

条

の
性

格

を

こ

う
規

定

し

て
、
考

釈

に
と

り

か

か

り

た

い
。

註
(
1

島

田
修

二
郎

「
詩
書
画
三
絶
」
『
中
国
書
道
全
集
』

12

(元
明

1
)
平

凡
社
、

一
九

五
六

青
木
正

児

「隷
家

三
絶

」
『
中
華
文
人
画
談
」
『
青
木
正
児
全
集
」
第
六
巻

春
秋
社
、

一
九
六
九

峯

。
3

巴

QO
¢
≡
<
餌
⊇

9

㊦
日
げ
話
。
℃
衆

①
。
ぎ

づ
ρ

Ω
Φ
○
お

㊦
od
毒

N
≡

Φ
門
』

。。お

村
上
哲
見

「
南
唐
李
後

主
と
文
房
趣
味
」
『
中
華
文
人

の
生
活
』
平
凡
社
、

一
九
九

四

(
2

青
木
正
児

「
文
房
趣
味
」

『
中
国
書
道
全
集
』

12

平
凡
社
、

一
九
五
六

(
3

古
原

「
顧
榿
之
維
摩
」

四
八
頁

、
「
米
苦
画
史
考
釈
全

)
」
『
奈
良
大
学
総
合
研
究
所
所
報
』
第
4
号
、

一
九
九
六
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(
4

　 　

65

桑
行
之
等
編

『
説

硯
』

「
出
版
説
明
」

上
海
科
技
教
育
出
版
社
、

一
九
九

四

こ
の
書
物

は
、
花

園
大
学
下
野
健
児
助
教
授

の
示
教
と
貸
与

に
よ

っ
て
閲
覧

で
き

た
。

後

に
引
く

『
西
清
硯
譜
」

と
も
ど
も
、

心
か
ら
感
謝
す

る
。

「
宋
人
硯
譜
十
種

、
硯
史
」

一
〇
八
頁
、
『
中
田
勇
次
郎
著
作
集
』
第
七
巻

二
玄
社
、

一
九

八
六

米
苛

「
廷
議
帖
」

コ
襲
陽
米
蓄
在
蘇
較
、
黄
庭
堅
之
間
、
自
負
其
才
、
不
入
党
与
」

先
生
の
御
好
意
に

即

古
書
画
皆
圓
、
蓋
有
助
干
器
、
晋
唐
皆
鳳
池
研
、
中
心
如
瓦
凹
、
故
日
研
瓦
、
如
以

一
花
頭
瓦
安
三
足
爾
。

墨
称
螺
製
、
必
如
蛤
粉
、
此
又
明
用
凹
研
也
、

一
援
筆
、
因
凹
製
鋒
已
圓
、
書
画
安
得
不
圓
、

本
朝
研
始
心
平
如
砥
、

一
援
筆
則
編
、
故
字
亦
編
、
唐
訥
、
字
彦
猷
、
始
作
鍬
心
凸
研
云
、
宜
看
墨
色
、
毎
援
筆
即
三
角
、
字
安
得

園
哉
、

余
楕
追
復
其
様
、
士
人
間
有
用
者
、
然
梢
平
、
革
鍬
背
未
至
於
瓦
、
惟
交

一
両
人
、
頓
悟
者
用
之
突
。
亦
世
俗
不
能
発
薬
也
。

〈
校
異
V

『宝
晋
山
林
拾
遺
集
』
七
、
鳳
池
研
、
研
瓦
、
凸
研
、
本
朝
研
、
心
凸
研
の
各
研
を
み
な
硯
に
作
る
。

『王
氏
書
画
苑
』

の
み
、
明
用
凸
研
を
明
用
凸
硯
に
作
る
。
他
は
諸
本
の
間
に
異
同
は
な
い
。

つ
ま
り
異
同
の
文
字
は
全
く
な
い
。

古
書
画
皆
園
、
蓋
有
助
干
器
、
晋
唐
皆
鳳
池
研
、
中
心
如
瓦
凹
、
故
日
研
瓦
、

●

●

●

一
援

筆

、

因

凹
製

鋒

已

圓

。

占

書

画

は
み

な

圓

、

け

だ

し
器

に
助

け

ら

る

る

あ

り

、

晋

唐

は

み
な

鳳

池

研

、

中

心

瓦

の
ご

と

く

凹

む
、

故

に
研

瓦

と

い
う
。

ひ

と

た
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8

び
筆

を

と

る

や

、

凹

製

に

よ

っ
て
鋒

は
す

で
に

圓

な

り

。

古

書

画

が

ど

れ

も

円

い

の

は
、

(
入

矢

先

生

訳

、

「
丸

味

を

帯

び

て
、

角

ば

っ
て

い
な

い

の
は

」
)

器

-
硯

の

お

か

げ

で
あ

る

。

晋

唐

は

み
な

鳳

池

硯

で
、

中

央

が

瓦

の
よ

う

に

へ
こ

ん

で

い
る

と

こ

ろ

か

ら

瓦

硯

と

い
う

の

で
あ

る
。

い
ざ

筆

を

墨

に

つ
け
る
と

な

る
と
、

硯

が

く

ぼ

ん

で

い

る
か

ら

、

墨

は

た

っ
ぷ

り

と

穂

先

き

に
廻

っ
て
筆

は

円

く

な

っ
て

い
る
。

冒
頭
か
ら
し
て
難
解
な
提
言
を
、
彼
は

『書
史
』

で
も
繰
返
し
て
い
る
。

79

古
硯
心
凹
、
所
謂
硯
瓦
、
…
筆
至
水
即
圓
、
古
書
筆
圓
、
有
助
干
器
。

ま
た
清
人

に
抄
訳
が
あ
る
。

呂
留
良

『天
蓋
楼
硯
述
』
「
鳳
池
硯
」

米
元
章
云
、
唐
鳳
池
、
中
凹
受
墨
、
故
用
筆

一
援
墨
飽
、
而
筆
鋒

巳
圓
、
作
書
無
不
如

意
。

さ
す
が
に
筆
鋒
を
圓

(園
は
圓
に
同
じ
)
と
い
っ
て
、
書
画
皆
圓
と
ま
で
踏
み
こ
ん
で
い
っ
て
い
な
い
の
は
、
米
箭
の
発
想
が
飛
躍
し

て
い
て
、
筆
鋒
云
々
の
よ
う
に
は
具
体
的
に
把
握

で
き
な
か

っ
た
た
め
だ
ろ
う
。
以
下
個
個
の
用
語
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

晋
唐
皆
鳳
池
研

米
苛

『
硯
史
』
様
品
に
、

鳳
字
の
両
足
の
ご
と
き
も
の
あ
り
、
独
り
こ
れ
は
な
だ
多
し
、
い
わ
ゆ
る
鳳
鳳
池
な
り
。
け
だ
し
以
上
は
並
び

に
晋
製
。
晋
人
の
図
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9米 蓄 「画史』考釈(七)

画
に
見
え
、
世
俗
呼
ん
で
風
字
と
な
す
。
…
頭
純
は
直
、
微
し
く
凸
、
書

の
鳳
字
の
ご
と
し
。

と
あ
る
。

鳳
池
は
鳳
鳳
池
の
略
、
『通
典

・
職
方
典
』

に

「
中
書
省
の
地
は
枢
近
に
あ
り
、
多
く
竜

(天
子
)
の
任
を
承
く
。

こ
こ
を
も

っ
て

人

そ
の
位
を
固
め
て
鳳
鳳
池
と
い
う
」
と
み
え
る
。
硯
に
使
う
の
は
雅
名

で
あ
る
。

繰
返
し
て

「鳳
字
の
ご
と
し
」
と
い
う
風
字
硯
は
、
図
1
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
几
の
字
の
外
形
か
ら
は
鳳
池
硯
と
は
区
別
で
き
な
い
。

黄
欽
阿

『端
渓
硯
史
涯
参
』
下
に
、

葉
交
叔

の
端
渓
硯
譜
に
い
う
、
硯
の
形
製
、
い
わ
く
平
底
風
字
、
い
わ
く
有
脚
風
字
。

按
ず
る
に
、
元
章
の
説
に
よ
る
に
、
鳳
字
、
風
字
は
た
だ
有
足
無
足
を
も

っ
て
弁
と
な
す
、
足
あ
れ
ば
す
な
わ
ち
鳳
池
、
足
な
け
れ

ば
す
な
わ
ち
風
字
。

実
際

に
は
米
希
は
右
の
よ
う
な

「弁
」、
区
別
は
い

っ
て
な
い
。
黄
氏
の
創
作
で
あ
る
。
現
代
で
も
有
脚
の
も

の
も
風
字
硯
と
よ
び
、

鳳
池
、
風
字

の
両
者
は
混
同
さ
れ
て
い
る
。

以
下
風
字
硯

(ま
た
は
箕
形
硯
)
の
三
例
を
示
す
。
図
2
は
陳
西
省
大
蕩
県
南
郷
念
橋
村
出
土
。
ふ
ち
に
沿

っ
て
虫
魚
蔓
草
紋
が
あ

る
。
ま
た
方
扁
形
の
両
足
が

つ
く
。
図
3
も
陳
西
省
郊
外
の
出
土
で
、
『文
物
』

一
九
六
四
年
第
四
期
の
解
説
に
は
、
広
東
省
紹
関
市

羅
源
洞
山
麓

に
あ
る
張
九
齢

(六
七
三
-
七
四
〇
)
墓
出
土
の
、
子
の
張
極

の
銘

の
あ
る
硯
と
よ
く
似
る
と
い
う
厨
・
こ
の
方
が
は
る

か

に
質
朴
で
古
様

に
見
え
る
。
盛
唐
開
元
年
間
の
作
例

で
あ
る
。

　

　

図
4
は
、
広
東
省
始
興
県
赤
土
嶺
十
三
号
墓
出
土

の
唐
代
風
字
硯
で

米
帝

『硯
史
』
「
鳳
池
硯
」
に
い
う
、

　

ヨ

左
右
の
へ
り
は
斜
め
に
削
り
、
下
方
に
は
刻
み
を

つ
け
て
細
工
の
あ
と
を
残
さ
ず
、
中
央
は
く
ぼ
ん
で
臼

の
形
を
し
て
い
る
。
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10

と

は
、

ま

さ

に

こ

の
よ

う

な

硯

を

さ
し

て

い

る

の
だ

ろ

う

。

註
(
1

　 　

32

国

家

文

物

局

主

編

『
中

国

文

物

精

華

人

辞

典

」

[
金

銀

玉

石

巻

・
雑

項

編

」

四

四

五
頁

、

14

に
図

版

が

あ

る

研

(
上

海

辞

書

・出
版

社

・
香

港

商

務

印

耗
日
館

、

一
九

九

六

)

『
広

東

出

ヒ

晋

唐

文

物

』

79

二
〇

〇

頁

(
広

東

省

博

物

館

・
香

港

中

文

大

学

、

一
九

八

五

)

『
硯
史

』

の
原

文

は

、

右

軍

硯

、

…

頂

両

純

皆

練

慢

下

、

不

勒

成

痕

、

鳳

池

硯

、

…

左

右

純

斜

刊

下

、

不
勒

痕

摺

、

こ

れ

に
対

し

、

清

黄

欽

阿

『
端

渓

硯
史

雁

参

』

下

に
註

解

が

あ

る
。

按

ず

る

に
、

こ
れ

は
晋

唐

北

宋

の
相

伝

の
硯

様

な

り
。

純

と

は
辺

な

り

、
緯

慢

而

下

(原

文

に
而

は

な

い

)
と

は
、

寛

純

緩

慢

に

し

て

下

る

な

り

、

勒

し

て
痕

を

成

さ

ず

と

は
、

刀
薪

斧

載

の
痕

線

あ

る

に
似

ざ

る

な

り
。

ま

た

ヴ

ァ
ン

・
グ

リ

ッ
ク

の
英

訳

は

、

訳

者

が

全

く

理

解

で
き

な

か

っ
た

こ

と

を

示

し

て

い
る
。

.ぎ

㊦

一乏
○

ユ
∋

ω

讐

ぎ

○

δ

℃

聖

o

≦
一≡

○
⊆
一
鋤
蔓

9

8

茜

江
o
P

5
0
憎

一ω

けぎ

一〇
を
2

冨

二

〇
胃

く
巴

●

日.ぎ

σ
ユ
3

ω

○
ご

ぎ

Φ

ユ
σq
夏

鋤
コ
血

一ぎ

一〇
P

㌍

Φ

落

乏
コ

一三

〇

ω
一〇
℃
○ω
●

(
多

一
一.茜

コ

Ω
ξ

一〇
『

ζ

一
勺
¢

○
コ

冒

国
1
QO
δ

尾

。。
噸
=
8

ユ

く
の
9

貫

「
〇
三

口
σq
曽
一
8
0。
)

ま

た

グ

リ

ッ
ク

は
黄

氏

と

と

も

に
説

郭

本

に
従

い
、

純

斜

の
斜

を

「
明

ら

か

な

誤

植

」

と

し

て
純

料

と

す

る
。

『端

渓

硯
史

雁

参

」

下

で
も

、

同

じ

く

料

に
作

り

、

不

勒

痕

摺

を

不
留

痕

摺

に
意

を

も

っ
て
改

め

る
。

左

右

純

料

刊

下

、

不

留

痕

摺

、

釈

し

て

門
辺

内

坦

坦

と

し

て

下

り

、

痕

線

な

き

な

り
」

と

い

う
。

誤

ま

り

で
あ

る
。
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11米 苗 「画史』考釈(七)

中
心
如
瓦
凹

「瓦
の
よ
う
に
へ
こ
む
」
と
は
、
『
硯
史
』
に
い
う

「臼
を
成
す
」
と
同
義
に
相
違
な
い
。

『硯
史
』

今
人
右
軍
硯
を
収
得
す
る
あ
り
、
…
中
は
凹
ん
で
臼
を
成
す
、

ま
た
智
永
硯
を
収
得
す
る
あ
り
、
頭
は
す

こ
し
く
圓
、
ま
た
箕

(み
)
の
象
に
類

(
に
)
る
、
中
も
亦
臼
を
成
す
。

箕

の
形
に
似
る
と
い
う
の
は
、
図
5
の
伝
洛
陽
出
土

の
紫
石
硯
、
図
6
の
安
徽
省
合
肥
出
土
の
激
硯
の
よ
う
な
も

の
を
さ
す
。
洛
陽
墓

の
も
の
は
同
形
式
の
類
品
が
多
く
出
土
し
、
合
肥
出
土

の
も
の
は
早
期
歎
硯
の
典
型
と
い
う
。

『
硯
史
』

の

「今
人
収
得
」
と
は
、
米
紳市
そ
の
人

の
こ
と
ら
し
い
。
米
苛
は
時
に
こ
う
い
う
表
現
を
す
る
の
で
あ

る
。

『書
史
』
79

余
収
晋
硯

一
、
智
永
硯

一
、
心
如
臼
、

宋
高
似
孫

『硯
箋
』
「
智
永
硯
」
に
も
米
苗
と
い
わ
ず
、
右
の
再
録
が
あ
る
。

「
中
心
部
が
瓦
の
よ
う
に
凹
ん
で
い
る
」
と
は
、
こ
の
条
の
最
も
重
要
な
論
点

で
あ
る
。
現
代

で
は
見
る
こ
と
の
な
い
、
瓦
の
よ
う
に

凹
ん
で
い
る
古
硯
の
実
例
が
、
陳
西
、
湖
南
各
省
、
洛
陽
市
な
ど
の
博
物
館
に
大
量
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
図
7
は

「
武
定
七
年
為
店

造
」
の
銘
文
と
、
伽
陵
頻
伽
の
陽
刻
が
背
面
に
あ
る
。
武
定
七
年
は
、
東
魏
孝
静
帝
、
五
四
九
年
に
あ
た
る
。
西
安
東
郊
郭
家
灘
工
地

の
唐
墓
か
ら
出
土
。

こ
れ
な
ら
図
8
の
漢
墓
副
葬
品
の
臼
と
同
じ
よ
う
に
く
ぼ
ん
で
い
る
。
図
9
は
湖
南
省
長
沙
仰
天
湖
第
七
〇
五
号

墓
出
土
の
青
紫
色

の
端
石
硯
で
、
深
さ
は
二

・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
反
り
か
え

っ
た
姿
と
高

い
足
が
い
か
に
も
威
風
堂
々
と
し
て
古

様
で
あ
る
。

図
10
は
、
洛
陽
市
機
瓦
廠
で
採
集
さ
れ
た
も
の
。
泥
質
灰
褐
色

で
、
全
面
に
刀
削
の
跡
が
あ
り
、
使
用
さ
れ
た
墨
が
残

っ
て
い
る
と
い

う
。
ま
さ
に
瓦
の
よ
う
で
あ
る
。
(『
文
物
』

一
九
六
五
年

第
十
二
期
)
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12

前
出

の
右
軍
硯
に
つ
い
て
は
、
米
苛
当
時
、
二
点
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
風
字
硯
と
い
う
。

一
つ
は
王
読
旧
蔵
で
蘇
執
に
移

っ
た
も
の
。
米
苛
の
意
見
は
、
こ
の
硯
の
観
察
に
基
い
て
い
る
。

『書
史
」
79

王
読
…
右
軍
古
鳳
池
紫
石
硯
あ
り
、
蘇
子
謄
四
十
千
を
も

っ
て
置
往
す
。
古
硯
、
心
凹
、
い
わ
ゆ
る
硯
瓦
な
り
。

　

　

今

一
つ
は
自
称
王
薮
之
の
末
商
が
伝
え
、
石
揚
休
の
購
得
し
た
も
の
。

宋
唐
胸

『硯
録
』

至
和
二
年

(
一
〇
五
五
)

(余
)
右
史
と
な
る
。
会
稽

の
史

の
自
ら
王
右
軍
の
後
と
い
う
者
、

一
風
字
硯
を
持
し
て
予
に
示
す
。
大
い
さ
ま
さ
に
尺
余
、
石
色

は
正
赤
、
そ
の
理
も
亦
細
、

こ
れ
を
用
う
る
に
端
石
に
減
ぜ
ず
、
右
軍
用
い
し
所
の
者
と
い
う
。
果
し
て
然
る
や
否
や
を
知
ら
ず
、

　
　

後
左
史
揚
休
銭
二
万
を
も

っ
て
こ
れ
を
購
得
す
。
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註
(
1

(
2

石
揚

休
、
字
は
昌
言

(九
九
五

ー

一
〇
五
七
)
、
仁
宋
朝

の
刑
部
員
外
郎

、
知
制
詰
。

賢
臣
と
し

て
聞

こ
え
、

た
。

(『
宋
史
』
三
九
九
)

高

似
孫

『
硯
箋
』
「
右
軍
硯
」
、
宋
李
之
彦

『
硯
譜
』
「
右
軍
風
字
硯
」

に
と
も

に
同

一
記
事

の
再
録
が
あ
る
。

収
集
家

と
し

て
米
伸市
と
交
渉
が
あ

っ

研
瓦瓦

硯
に
同
じ
。
郭
思

『林
泉
高
致
』

硯
に
は
石
を
用
い
、
瓦
を
用
い
、

「
画

訣

」

に
、

盆

を

用

い
、

甕

片

を

用

う
。
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と
あ
る
よ
う
に
、
古
瓦
か
ら
硯
を
作
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
瓦
硯
に
つ
い
て
は
関
心
が
高
く
、
宋
代
に
も
多
く
の
詩
賦
が
残
さ
れ
て
い
る
。

最
も
名
高
い
の
は
、
三
国
魏

の
都
に
築
か
れ
た
銅
雀
台
の
遺
趾
か
ら
の
出
土
品
で
あ
る
。

宋
蘇
易
簡

『文
房
四
譜
』
三

芸
能

魏
の
銅
雀
台
の
遺
堤
、
人
多
く
そ
の
古
瓦
を
発
し
、
琢
い
て
硯
を

つ
く
る
。
甚
だ
工
、
水
を
貯
え
る
こ
と
数

日
滲
ま
ず
、
世

に
伝

え
て
い
う
、
「昔
人

こ
の
台
を
製
す
る
に
、
そ
の
瓦
は
陶
人
を
し
て
澄
泥
を
稀
絡
を
も

っ
て
濾
過
し
、
胡
桃
油
を
砕
い
て
、

よ
う
や

く
こ
れ
を
堤
埴
す
」
と
。
故
に
衆
瓦
と
異
な
る
。
す
な
わ
ち
今
の
大
名

(河
北
)、
相
州

(河
南
)
の
処
の
土
人
、
古
瓦
状
の
硯
を

仮
作
し
て
人
に
市

(う
)
る
者
甚
だ
衆
し
。

宋
唐
詞

『
硯
録
』

古
瓦
硯
は
相
州

(河
南
)
魏
の
銅
雀
台
に
出
ず
、
里
人
よ

っ
て
土
を
掘
り
、
往
往
こ
れ
を
得
、
断
折

の
も
の
多
し
、
瓦
の
色

は
頗

る
青
く
、
そ
の
内
は
平
榮
、
今
瓦
の
布
文
あ

っ
て
厚
さ
は
及
ぶ
あ
る
に
類
せ
ず
、
上
に
多
く
工
人
の
姓
氏
を
印
す
。
八
分
は
隷
書

に

類

(
に
)
る
。
時
に
全
き
も
の
を
獲
る
こ
と
あ
り
、
工
人
に
よ

っ
て
そ
の
中
を
刮

(け
ず
)

っ
て
硯
と
な
す
、
こ
れ
尤
も
得
が
た
し
…

好
事
者
そ
の
古
物
な
る
を
も

っ
て
す
こ
ぶ
る
愛
重
す
。

宋
何
還

『春
渚
紀
聞
』
九

「銅
雀
台
瓦
」

相
州
は
魏
武
の
故
都
な
り
、
築
く
所

の
銅
雀
台
、
そ
の
瓦
は
初
め
鉛
丹
を
も

っ
て
胡
桃
酒
に
雑
え
、
掲
治
し

て
こ
れ
を
や
く
。
そ

の
滲
ま
ざ
る
を
取
る
、
雨
過
す
れ
ば
す
な
わ
ち
乾
く
の
み
。
後
人
そ
の
故
基
に
お
い
て
地
を
掘

っ
て
こ
れ
を
得
、
鑑

(け
ず
)

っ
て

研
を

つ
く
る
。

宋
陸
游

『老
学
庵
筆
記
』
六
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14

銅
雀
台
の
瓦
は
皆
陽
字
、
「建
安
十
五
年
造
」
と
紀
す
。
(図
11
)

聞
く
、
士
人
い
う
、
瓦
は
は
な
は
だ
大
、

一
片
も
て
四
硯
を

作
る
べ
し
と
。
類
書

に
い
う
、
「鄭
城
の
古
瓦
細
潤
玉

の
ご
と
く
、
発
し
て
は
筆
を
費
さ
ず
、

こ
れ
古
の
重

ん
ず
る
所
の
も
の
、
今

は
絶
無
。
鄭
民
偽
造
し
て
も

っ
て
遠
方
を
給

(あ
ざ
む
)
く
、
ほ
と
ん
ど
用
う
べ
か
ら
ず
」
と
。

明
陳
継
儒

『幅
曝
飴
談
』
に
、
「類
書
云
」
を

「鄭
人
有
言
」
と
変
え
て
再
録
す
る
。

宋
衰
文

『甕
傭
間
評
』
六

世
に
銅
雀
硯
と
称
す
る
は
、
ほ
と
ん
ど
銅
雀
台

の
瓦
も
て
こ
れ
を

つ
く
る
。
余
武
昌
土
俗
編
を
観
る
に
、
安
楽
宮
に
載
せ
て
、
呉

王
の
城
中
に
在
り
と
。
旧
伝
に
こ
の
宮
中

の
古
瓦
は
皆
澄
泥
も
て
こ
れ
を

つ
く
る
、
硯
と
な
す
べ
し
、

一
瓦
の
値
、
銭

一
千
文
と
。

こ
れ
古
瓦
の
精
緻
か
く
の
ご
と
き
を
知
る
、
独
り
銅
雀
台

の
瓦
の
み
硯
と
な
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

呂
藍
術

「鄭
台
瓦
辮
」
(朱
棟

『
硯
小
史
』
所
収
)

昔
伝
う
、
「鄭

の
瓦
は
皆
金
銀
丹
砂
の
属
、
陶
成
琢
冶
し
て
硯
と
な
す
、
愈
薄
く
愈
堅
し
、
績
嵐
廉
密
、
発
墨
は
筆

に
宜
し
く
、

燥

(か
わ
)
か
ず
、
金
砂
の
性
な
お
存
す
れ
ば
な
り
」
と
。
こ
の
説
確
か
な
ら
ず
、
鄭
の
瓦
は
十
万
を
も

っ
て
計

(か
ぞ
)
う
。
金

銀
丹
砂
を
用
う
る
費
、
ま
さ
に
賀

(あ
が
な
)
え
ず
、
当
時
い
ま
だ
必
し
も
こ
れ
を
な
さ
ざ
ら
ん
。
す
な
わ
ち
有
誕
の
者
こ
の
説
を

作

っ
て
、
人
を
欺
く
の
み
。

中
国
の
出
土
品
の
唐
硯
と
比
較
す
る
と
、
法
隆
寺
献
納
宝
物
の
瓦
硯
は
、
際
立

っ
て
異
色

の
あ
る
も
の
で
、
中
国
に
は
類
例
を
見
な

い
形
状
、
作
り
方
を
示
し
て
い
る
。

図
12
は
楕
円
形
に
木
の
枠
を
作
り
、
深
い
傾
斜
か
ら
墨
池
を
設
け
る
。
全
面
に
黒
漆
を
塗
り
、
裏
面
に
も
朱
漆
地
に
黒
漆
を
施
し
て

い
る
。
図
13
は
表
面
に
渦
状
の
押
型
文
を

つ
け
、
背
面

に
は
布
目
を

つ
け
る
。
全
体
を
湾
曲
さ
せ
、
前
方
よ
り

に
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
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15米 苦 「画史』考釈Cヒ)

を

作

っ
て

い

る
。

朱

黒

の
漆

で
し

あ

げ

る

の
は

、

も

と

猿

而

硯

と

呼

ば

れ

て

い
た
。

前

図

の
も

の
と

同

じ

で
あ

る
。

　
ヨ

ふ
ち
や
墨
池
の
な
い
点
が
い
か
に
も
古
様
で
あ
る
。

註

(
1

米
苛

の
心
凹
硯
、
ま
た

こ
れ

に
と
も
な
う
滞
墨

の
理
論
と

は
、
真
向
か

ら
対
立
す

る
意

見
が
あ
る
。

た
だ
し
、

こ
れ

は
孤
立
し

た
意
見

で
あ

る
。

宋
郡
博

『
聞
見
後
録
』

二
八

研
瓦

と
は
唐
人

の
語
な
り
。
瓦
を
も

っ
て
研
を

つ
く
る
を

い
う
に
あ
ら
ず
。

け
だ
し
研

の
中
、
必
ず
隆
起
す
る
こ
と
瓦

の
状

の
ご

と
く
、
墨

を
留

め
ざ

る
を
も

っ
て
貴
し
と
す
、
百
余
年
後

に
し

て
は
じ
め

て
平
易
な

る
べ
し
、
古
人

の
用
意
、

一
研
に
す
ら
尚
か
く

の
ご
と
し
。

(
2

黄
庭

堅

「
古
銅
雀
硯
銘
」
、
梅
尭
臣

「
漢
祖
廟
瓦
硯
、
漢
嬰
廟
瓦

硯
、
東
魏
興

和
瓦
硯
」
、
呉
融

「
古
瓦
硯
賦
」
、
韓
埼

「
古
瓦

硯
」、
李
瑛

「
謝
朱

梁
祖
人

硯
瓦
状
」
、
陳
与
義

「
酬
銭
東
之
恵
沢
州

呂
道
人

硯
」
、
蘇
轍

「鉦

硯
賦

」
、
婁
殊

「
古
瓦
硯
」
、
宋
灘

「銅
雀
瓦
硯
銘

」
、

蘇

軌

「
銅

雀

硯

銘
引
」

(
3

『
法
隆

寺
大
鏡

』
十

一

(
南
都
十
大
寺
大
鏡
第
十

一
輯
)

東
京
美
術
学
校
編

、
大
塚
巧
芸
社

、

一
九
三
三

『
法
隆

寺
献
納
宝
物
』

東
京
国
立
博
物
館
編
、
便
利
堂
、

一
九
七

五

以

一
花

頭

瓦

安

三

足

爾

一
花

頭

瓦

を

も

っ
て
三

足

を

安

ん
ず

る

の

み
。

た

と

え

ば

花

頭

瓦

に
三

足

を

つ
け

て
、

瓦

硯

を

作

る

よ

う

な

も

の
だ

。
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花
頭
瓦

軒
丸
瓦
の
先
端
部
分
の
円
形
、
ま
た
は
半
円
形
に
開
花
文
、
蓮
花
文
、
菊
花
文
、
獣
面
文
な
ど
の
文
様
を

つ
け
た
瓦
当
の
こ
と
、

一
に

　

　

瓦
頭

と

も

い

う
。

(
図

14
)

図

15

は
花

頭

瓦

を
使

っ
た

瓦

硯

の
例

。

背

面

の
文

字

は

「
長

楽

未

央

」
。

朱

棟

の
題

記

に
よ

る
と

、

こ

の
瓦

は
尤

も

古

く

し

て

潤

、

発

墨

は
端

(渓

)

に
減

ぜ

ず

、

厚

さ

は
寸

余

、

囲

は

三

尺

一
寸

、

子

香

重

価

を
も

っ
て
こ
れ

を
得
。

瓦

硯

の
冠

と

な

す
。

と

い

う
。

明

曹

昭

『
格

古

要

論

』

七

明

王

子

充

「
漢

未
央

宮

瓦

硯

記

」

に
詳

述

が

あ

る
。

未

央

宮

は
長

安

に

あ

り

、

漢

高

帝

七

年

、

丞

相

瀟

何

の
建

つ
る
と

こ

ろ
。

宮

中

諸

殿

の
瓦

、

そ

の
身

半
筒

の
ご

と

く

し

て

讐

際

を

覆

う
も

の

な

り
、

す

な

わ

ち

そ

の
頭

、

面

の
外

向

す

る

あ

り

、

そ

の
面

径

五

寸

、

囲

一
尺

六
寸

強

、

四

笈
字

あ

り
、

字

は

お

よ

そ
六

等

、

一
に

い

わ

く
、

「
漢

井

天

下

」
、

一
に
曰

く

、

「
長

楽

未

央

」
、

…

面

よ

り
背

に
至

る
厚

さ

一
寸

弱

、

そ

の
背

は
平

、

墨

を

研

す

べ

し
、

唐

宋

以
来

の
人

み

な

こ
れ

を

得

て
は

、

す

な

わ

ち

そ

の
身

を

去

っ
て
、

も

っ
て
硯

と

な

す

、
故

に

俗

に

瓦
頭

硯
と

呼

ぶ
。

或

い

は

そ

の
質

梢

し

く
粗

、

ま

た
土

に
入

る

こ
と

歳

久

し

く

、

頗

る
水

に
渇

く

。

銅

雀

瓦

硯

に
比

し

て
少

し

く
劣

る

と
。

あ

に
銅

雀

は

精

と

い
え

ど

も

、

曹

臓

の
造

る
所

、

貴

ぶ

に

足

る

も

の
な

し

、

未

央

の
諸

瓦

の
漢

初

に
出

で
て
、

重

ん
ず

べ
き

に

い
ず

れ

そ

や
。

洪

式

辛

亥

(
4
、
-
一
三
七

一
)

夏

、

王

子

充
留

長

安

校

官

、

馬

諮

、

張

祐

こ

の
瓦

を

以

て
相

遺

ら

る
、

そ

の

字

に

曰

く

、

「
長

楽

未

央

」

と

。

こ

こ

に

お

い

て

千

六

百

年

の
物

と

な

す

。

す

な

わ

ち

貯

う

る

に
梓

匝

を

も

っ
て
し
、

賓

と

し

て

こ

れ
を

用

う
。

あ

あ

物

の
用

た

る
、

固

よ

り

そ

の
逢

う

に
繋

か

る

お

や
。
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17米 希 『画史』 考釈(七)

清
唐
乗
鈎

『古
硯
図
考
』
「古
硯
考
」
に
は
、
洪
武
王
子
充
以
下
を
除
き
、
「漢
よ
り
今
、
乾
隆
甲
午

(
39
、

一
七
七
四
)
、
す

で
に
二

千
余
年
、
そ
の
宝
物
た
る
知
る
べ
し
、
そ
の
遭
逢
、
誼
ん
ぞ
偶
然
の
こ
と
な
ら
ん
や
」
と
い
う
。
ま
た
清
朱
棟

『
硯
小
史
』

二
、

「未

央
宮
瓦
」
に
は
、
「硯
譜
云
」
と
し
て
再
録
し
、
「故
名
瓦
頭
研
」

で
終
わ

っ
て
い
る
。

安
三
足
爾

円
形
の
三
足
石
硯
や
陶
硯
は
、
漢
代
に
始
ま
り
、
晋
代
に
盛
行
し
た
。
図
16
は
、
広
東
深
釧

の
東
晋
墓
か
ら
出
土

し
た
三
足
の
石
硯
で
、

　
　

中
心
部
は
か
す
か
に
凹
み
、
口
縁
に
沿

っ
て
細
い
貯
水
槽

の
溝
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

図
17
は
三
足
の
陶
硯
の
例
、
広
東
省
紹
関
市
河
西
十
号
墓
か
ら
出
土
し
た
青
粕
硯
で
、
「
永
和
二
年
八
月
十
日
立
作
」

の
銘
文
の
墓

　
ヨ

縛
と
共
に
発
掘
さ
れ
た
。
口
縁
に

一
道
の
凹
槽
が
あ
り
、
内
底
は
前
図
と
は
逆
に
少
し
高

い
と
い
う
。

↑ 註

 

(
2

(
3

竹
島
卓

一

『
営
造
法
式

の
研
究
』
三

「
用
瓦
制
度
」

一
八
七
頁

、
様
図
二

一
三
、
中
央

公
論
美
術
出
版
社
、

一
九
七
二

こ
の
資

料
は
京
都
大
学
上
原
真
人
教
授

の
示
教

に
よ
る
。
上
原
先
生
、
並
び

に
紹
介

の
労
を
と

ら
れ

た
本
学
酒
井
龍

一
教
授

に
、
心
か
ら
深
謝

し

た

い
。

円

形
、
三
乳
足
、
石
灰
岩
製

で
硯
面
周
辺

に
弦

紋
が
あ
る
。
硯
面
は
光
沢
が
あ
る
が
、
背
面

は
刻
削

の
痕
跡

が
あ
る
。
高

さ
二
、
足

の
高
さ
○

・

六
、
直
径

十

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

「
深
切
市

南
頭
東
晋
南
朝
階
墓
発
掘
簡
報
」
『
深
切

考
古
発
現
与
研
究
』

深
馴
博
物
館

編
、
北
京
文
物
出
版
社
、

一
九
九

四

楊
豪

「広

東
晋
南
朝
階
唐
墓
葬
」
『
広
東
出
土
晋

至
唐
文
物
』
二
〇
頁
、
図
九
、
広
東
省
博
物
館

・
香
港
中
文
大
学
文
物
館
、

一
九
八
五

『
同
』

一
二
八
頁
、
図
十
八

右

の
資
料

は
香
港

中
文
大
学
附
属
文
物
館
館
長
、
高
美

慶
教
授

の
配
慮

に
よ
る
。
永
年

の
厚

誼

に
も
と
つ
く
教
授

の
御
芳
情

に
心
か
ら
感
謝
す
る
。
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18

墨
称
螺
製
、
必
如
蛤
粉
、
此
又
明
用
凹
研
也

註
墨

の
螺

製

と

称

す

る

は

、

必

ら
ず

蛤

粉

の

ご

と

く

す
。

こ
れ

ま

た

明

ら

か

に

凹
研

を

川
う

る
な

り

。

螺

と

い

う

古

墨

を

使

う

に

は
、

決

ま

っ
て
蛤

の
粉

を

と

く

の
と

同

じ

よ

う

に
す

る
。

こ
れ

も

く

ぼ

ん
だ

硯

の
効

能

な

の

だ
。

白
色
顔
料
の
粉
を
水
に
溶
か
し
て
ね
る
、
墨
丸
も
同
様
な
の
で
あ

っ
て
、
硯
の
く
ぼ
み
は
そ
の
た
め
に
有
効
だ
と

い
う
の
で
あ
る
。
中

田
先
生
の
風
字
硯
に
つ
い
て
の
解
説
は
、
右

の

一
条

の
解
釈
に
も
相
当
す
る
の
で
引
川
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

む
か
し
の
墨
は
松
煙
墨
で
、
質
も
や
わ
ら
か
い
の
で
、
硯
面
に
お
い
て
墨
を
磨
る
と
い
う
こ
と
は
重
要
な
こ
と

で
は
な
く
、
む
し
ろ

　

　

墨
の
粉
を
水

に
溶
か
し
て
墨
汁
を

つ
く

っ
て
、
凹
み
に
た
め
て
お
く
の
が
目
的
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
項
の

「螺
は
近
世
の
堅
き
に
し
か
ざ
る
を
恐
る
。
ほ
と
ん
ど
磨
る
べ
か
ら
ず
」
と
相
応
ず
る
も
の
だ
ろ
う
。

(
1

「文
房
清

玩
史
考
」
十
五
頁
、
『
中

田
勇
次
郎
著
作
集
』
第

七
巻
、
二
玄
社
、

一
九
八
六

墨
称
螺
製

米
帯
は
『
硯

史

』

に
も

螺

墨

に

つ
い

て

い

っ
て
い

る
。

36
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古
墨
に
螺

(ら
)
と
称
す
る
あ
り
、
亦
近
世
の

(墨
の
)
堅
き
に
し
か
ざ
る
を
恐
る
。
し
か
ら
ざ
れ
ば
ほ
と
ん
ど
磨

(す
)
る
べ
か

ら
ざ
る
な
り
。

「
最
近
の
墨
と
く
ら
べ
て
、
柔
か
く
て
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
心
配
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
見
る
と
、
実
物
を
試

す
こ
と
も
、
手
に
と

っ
て
見
る
こ
と
も
な
く
、
伝
聞
に
よ
っ
て
書
い
た
と
知
ら
れ
る
。
当
時
は
南
唐
以
来
、
宋
初

に
続
い
た
名
墨
の
李

廷
珪
が
評
判
だ

っ
た
の
だ
が
、
李
墨
に
は

一
言
も
触
れ
ず
、
伝
説
の
古
墨
を
引

い
て
い
る
。
彼
の
徹
底
し
た
尚
古
趣
味
と
現
実
否
定
が

の
ぞ
い
て
い
る
。

螺
製螺

は
巻
貝
の

一
種
、
に
な
。
墨
丸

の
形
を
た
と
え
た
も
の
。
図
18
は
、
広
州
象
闘
、
南
越
王
墓
出
土
の
前
二
世
紀

の
石
硯
と
墨
丸
。
直

　

　

径

一
セ
ン
チ
内
外
、
厚
さ
二
な
い
し
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
色
は
黒
く
、
う
す
赤
み
を
帯
び
て
、
周
辺
は
そ
っ
て
い
る
。
魏
麟
道
元

『水

経
注
』

一
〇
、
潭
水
に
、

(鄭
都
)
銅
雀
台

に
楼
を
作
る
。
贔
に
翼
を
野
べ
る
こ
と
飛
ぶ
が
ご
と
く
、
…
北
を
泳
井
台
と
い
う
。
高
さ
八
丈
、
屋
は
百
四
十
五

間
あ
り
、
上
に
泳
室
あ

っ
て
、
室
ご
と
に
数
井
あ
り
、
井

の
深
さ
十
五
丈
、
泳
と
石
墨
と
を
蔵
す
、
石
墨
は
書
す
べ
く
、
又
こ
れ
を

燃
や
す
も
尽
く
し
難
く
、
亦

こ
れ
を
石
炭
と
い
う
。

と
あ
る
石
墨
、
天
然

の
鉱
物
を
粒
丸

に
加
工
し
た
も
の
が
墨
丸
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
石
墨
に
つ
い
て
は
、

宋
晃
貫
之

『墨
経
』
松

に
、

古
は
松
煙
石
墨
二
種
を
用
い
し
も
、
石
墨
は
晋
魏
よ
り
以
後
、
聞
ゆ
る
な
し
。

と
い
う
通
り
、
松
煙
墨
が
主
流
と
な

っ
た
た
め
、
石
墨
は
廃
止
さ
れ
て
、
六
世
紀
以
降
は
跡
を
絶

っ
た
。
文
献
に
も
魏
晋
に
は
墨
丸
と
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よ
ば
れ
て
い
る
が
、
以
後
は
墨
丸
の
記
事
は
稀
で
晃
貫
之

の
主
張
を
裏
付
け
て
い
る
。

文
献
に
よ
れ
ば
、
螺
は
墨
丸
を
数
え
る
単
位

で
あ
る
。
た
だ
し
、
北
宋
時
代
は
遺
品
に
は
会
え
ず
と
も
、
知
識
と
し
て
は
通
行
し
て
い
た
。
米
紳市
も
そ
の

一
人

で
あ
り
、
米
苛
が
墓

ハ

ヨ

表
を
書
い
て
い
る
、
朱
長
文

の
撰
述
し
た

『墨
池
編
」
六
に
も
、
伝
聞

の
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

昔
陶
侃
、
晋
帝
に
残
紙
三
千
枚
、
墨
二
十
丸
を
献
ず
、
み
な
精
妙
を
極
む
。

か
く
て
、

明
陶
宗
儀

『南
村
綴
耕
録
』
二
九

「墨
」

魏
晋
の
時
に
至

っ
て
、
始
め
て
墨
丸
あ
り
、
す
な
わ
ち
漆
煙
松
煤
を
火
和
し
て
、
こ
れ
を

つ
く
る
。

　

　

は
不
正
確
な
記
述
で
あ
る
。

ま
た
右

に
続
く

『
綴
耕
録
』
の
記
事
、

晋
人
の
凹
心
硯
を
用
う
る
所
以

(ゆ
え
ん
)
は
、
墨
を
磨

っ
て
藩

(墨
汁
)
を
貯
え
ん
と
欲
す
れ
ば
の
み
。
自
後
螺
子
墨
あ
り
、

亦
墨
丸

の
遺
製
な
り
。

も
、
米
苦
所
説
の
孫
引
き
と
理
解
さ
れ
る
。

　

ら

宋
代
に
は
墨
に
硯
に
関
す
る
著
述
と
並
行
し
て
、
墨
に
関
す
る
論
考
も
現
わ
れ
た
。

し
か
し
、
螺
墨
に
つ
い
て
言
う
者
は
他
に
な
く
、

す
べ
て
上
述
し
た
李
廷
珪
は
じ
め
、
宣
州
、
歎
州
の
名
墨
に
つ
い
て
い
う
ば
か
り
で
あ
る
。
流
行
に
眼
を
そ
む
け
る
米
苗
は
頑
強

で
あ

る
。
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註
(
1

『
中
国

・
南
越

王
の
至
宝
」
特
別
展
図
録
、
毎

日
新
聞
社
、

一
九
九

六



(2
((

43

 

(
5

「
陸
雲
与
兄
平
原
書
」

曹
公
蔵
石
墨
数
十

万
片
、
云
…
兄
頗

見
之
不
、
今
送
三
螺
、

干
宝

『
捜
神
記
』

四
、

益
州
之
西

、
雲
南

之
東
、
有
神
祠
、
…
諸
祈
祷
者
持

一
百
銭

、

一
双
筆
、

一
丸
墨
、
置
石
室
中
、

蘇
易
簡

『
文
房

四
譜
』
五

「
汲
太

子
妻

与
夫
書
」

日
井
致
上
墨
十
螺
、

『
同
」
「
筆
勢
中
」

石
崇
奴
券

日
、

張
金
好
墨
、
…
写
書
趙
壼
非
草
書
、

云
十
日

一
筆
、
月
数
丸
墨
、

『
東
宮

旧
事
』

皇
太
子
初
拝
、
給
香

墨
数
丸
、

朱
長
文

『
墨
池
編
』
六

「墨
」

偽
蜀
有
童
子
某
者
、
能
書
、
孟
氏
召
入

、
甚
佳

其
穎
悟
、
遂
錫
之
衣
服
乃
墨

一
丸
。

{楽

圃
先
生
墓
表
」
『
宝
晋
英
光
集
』

七
、
朱
長
文
は
元
符
元
年

(
一
〇
九
九
)

死
去
、
米
苗
は
当
時

四
十
九
歳
。

『
南
村
綴
耕
録
』

は
、
漆

煙
松
煤

(
す
す
)
を
和

し
た
、
製
墨
法
以
前

の
天
然

の
酸
化

マ
ン
ガ

ン
の
素
材

に
よ
る
墨
丸
を
知

ら
ず

に
い
る
。

製
法

の
歴
史
的
経
緯

に

つ
い
て
は
、
蒋
玄
倫

『
中
国
絵
画
材
料
史
』

(上

海
書
画
出
版
社
、

一
九
八
六
)
九
五

ー
九
ヒ
頁

を
参
照
。

晃
貫
之

「
墨
経

」
、
李
孝
美

「
墨
譜
」
、
何
還

「
墨
記
」

(『
春
渚
紀
聞
」
所
収

)
、
葉
夢
得

『
避
暑
録
話
』
上

墨

の

39
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蛤

粉は

ま

ぐ

り

、

し

お

ふ

き

、

か

き

な

ど

の
貝

が

ら

を

粉
末

に
し

た

古

代

の
白

色

顔

料

。

た

め

に

「
最

も

妙

」

(
清

蒋

騨

『
伝

神

秘

要

』

用

粉

)

と

評

価

さ
れ

た
。

一
時

期

製

法

が

中

断

さ

れ

た

こ
と

も

あ

っ
た

ら

し

く

、

古

は
蛤

粉

を

用

う
、

今

は
製

法

伝

わ

ら

ず

、

寛

に
鉛

粉

を

用

う

る

に

し

か

ず

。

項

論

」

乾

隆

46

、

一
七

八

.
)

と

も

い
わ

れ

て

い

る
が

、

前

引

『
伝

神

秘

要

』

「
用
粉

」

の
注

記

に
は

、

賦
粉
、
鉛
粉
に
比
し
て
変
色

せ
ず
、
光
沢
が
あ
る

(清
沈
宗
鷹

『芥
舟
学
画
編
』
四

「
設
色
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蛤
粉
の
製
法
、
先
ず
殻
上

一
層
の
黒
皮
を
去
浄
し
、
極
細
に
研
し
て
こ
れ
を
用
う
。

と
い
い
、
『芥
舟
学
画
編
』
に
先
立

つ
王
概

『
芥
子
園
画
伝
初
集
』
(康
煕
18
、

一
六
七
九
)
に
は
、
次

の
よ
う
に
い
う
、

古
人
は
た
い
て
い
蛤
の
粉
を
用
い
た
。
そ
の
製
法
は
は
ま
ぐ
り
の
殻
を
焼
き
ぬ
い
て
、
細
か
に
磨
り

つ
ぶ
し
、
そ
れ
を
水
で
解
い

て
用
い
る
。
現
在
で
も
福
建
省
管
内
の
福
州
、
興
化
、
泉
州
、
潭
州
の
四
府
の
民
家
の
白
壁
は
、
多
く
は
蛤
の
殻

の
灰
を
石
灰

の
代

用
に
し
て
お
り
、
な
お
古
風
を
存
し
て
い
る
。
し
か
し
今
日
で
は
画
家
は
た
い
て
い
鉛
粉
を
用
い
る
。
(「青
在
堂
画
学
浅
説
」
傅
粉
)

(
1

さ
ら
に
現
代
画
家
干
非
闇

(
一
八
八
九
-

一
九
五
九
)
に
、
よ
り
具
体
的
な
製
法
の
記
述
が
あ
る
。

蛤
粉
、
ま
た
珍
珠
粉
と
も
よ
ぶ
。
こ
れ
も
古
代
民
族
絵
画
に
重
用
さ
れ
た
顔
料
で
あ
る
。
宋
代
絵
画
は
す
べ
て
こ
れ
を
白
墓

の
代

用
と
し
て
使

っ
て
い
る
。
製
法
は
海
中
の
蛤
の
中
か
ら
殻

の
堅
く
厚
い
も
の
、
殻
の
口
が
紫
紅
色

の
も
の
を
選
ん
で
、
と
ろ
火

で
焼

い
て
石
灰
質
に
作
る
。
極
細
に
研
磨
し
て
白
粉
と
し
、
水
を
注
ぐ
と
、
貝
灰
は
消
石
灰
に
変
成
す
る
か
ら
、
膠
を
加
え
て
使
用
す
る

　
　

と

、
永

久

に
変

わ

ら

な

い
。

40

 

註
(
1

青
木

正
児
訳
註
、

入
矢

義
高
校
訂

『
芥
子
園
画
伝
初
集

山
水
樹
石
」

下
冊

三
三
頁
、

(
2

干
非

闇

『中

国
画
顔
色
的

研
究
』

六

-
七
頁
、
朝
花
美
術
出
版
社

、

一
九
五
五

筑
摩
書
房

一
九
七
五

一
援
筆
、
因
凹
製
鋒
已
圓
、
書
画
安
得
不
園
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ひ
と

た

び
筆

を

と

れ

ば

、

凹

製

に

よ

っ
て
鋒

す

で

に

圓
、

書

画

い
ず

く

ん

ぞ

園

な

ら

ざ

る
を

え

ん
。

い

っ
た

ん
筆

を

と

る

と

な

る
と

、

硯

が

く

ぼ

ん

で

い

る

も

の
だ

か

ら

、

き

る
書

画

が

円

く

な

ら

な

い
わ

け

は

な

い

の
だ

。

筆

の
穂

先

は
充

分

円

く

な

っ
て

い
る

。

こ

の
筆

を

使

っ
て

で

斯
条

の
書

き

出

し

に

い
う

、

「
古

書

画

が
皆

円

い

の
は

、

器

-
硯

の
お

か

げ

な

の
だ

」

と

い

う

主
張

を
、

前

半

の
終

わ

り

に
繰

り

返

し

て
、

駄

目

押

し

を

し

て

い

る

の

で
あ

る
。

「
凹

製

に

よ

っ
て
筆

は

円

」

に
相

当

す

る
中

田
先

生

の
解

説

を

引

く

。

(
風

字

硯

の
)

中

心

は

く

ぼ

ん

で
斜

め

の
姿

勢

に
な

っ
て

い

る

の

で
、
筆

鋒

に

墨

を

ふ

く

ま

せ

る

と

き

、

筆

の
鋒

の

ま

わ

り

に

十

分

よ
く

墨

汁

が

ふ
く

ま

れ

て
、

そ

れ

に
よ

っ
て
書

か

れ

る
書

書

も
、

む

っ
く

り

と
筆

の
全

体

に
墨

の
ふ

く

ま

れ

た

も

の

が

で
き

あ

が

っ

　

　

て
、

一
方

に
か

た

よ

っ
た

り

し
な

い
。

「
書

画

皆

圓

」

を

「
む

っ
く

り
と

筆

の
全

体

に
墨

の
ふ

く

ま

れ

た

も

の

が

で

き

あ

が

る
」

と

す

る

の
は

、
先

生

の
名

訳

と
思

う
。

こ
れ

は

米

苛

の
実

作

者

と

し

て

の
体

験

か

ら
生

ま

れ

た

、

鋭

い
省

察

の
記

録

に
相

違

な

い
。

し

か

し

、

後
世

の
書

画

家

に

と

っ
て

は

「
筆

先

き

が

円

く

な

る

」

は
、

必

し

も

通

用

し
な

か

っ
た

こ
と

ら

し

い
。

米

仲市
に
対

す

る
賛

否

の
意

見

は
皆

無

に
近

く
、

提

言

は
無

視

さ

れ

て

い
る
。

1註

「文
房
清

玩
史
考
」

十
五
頁

、
『
中
田
勇
次
郎
著
作
集
』
第

七
巻
、
二
玄
社
、

一
九
八
六
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本

朝

研
始

心

平
如

砥

本

朝

の
研

、
始

め

は

心

平

に

し

て
砥

の
ご

と

し

。

わ

が

宋

朝

の
初

期

の
硯

は

、

中

央

が

砥

石

(
と

い

し

)

さ

な

が

ら

に
ま

っ
平

ら

だ

っ
た

。

援

筆

則

編

故

字

亦

編

ひ
と

た
び

筆

を

と

れ

ば

す

な

わ

ち

編

、

故

に
字

も

亦

編

な

り

。

い

ざ
書

く

と

な

る

と
、

筆

は

か

た

よ

っ
て

(
入

矢

先

生

訳

、

「
筆

先

が

角

ば

っ
て

く

る
」
)
、

そ
れ

で
字

も

い
じ

け

て

し

ま

う

こ

と

に

な

る
。

硯

が

平

ら

な

ば

っ
か

り

に
、

筆
先

は

偏

(
か

た

よ

る
、

せ

ま

く

な

る
)

と

な

り

、

そ

の
結

果

、

字

も
偏

と

な

る
、

と

い

う

の

で
あ

る
。

清

人

に
祖

述

し

た
文

章

が

あ

る
。

呂

留

良

『
天
蓋

楼

硯

述
』

「
鳳

池

硯
」

今
の
硯
面
は
平
ら
な
れ
ば
」

た
び
撃

(筆

に
墨
を
し
み
こ
ま
せ
る
)
す
れ
ば
・
轟

は
或
い
は
殖

暫

は
側
な
る
が
ご
と
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25米 荒 「画史』 考釈(七)

し
。
こ
れ
そ
の
古
制
に
し
か
ざ
る
所
以
。
こ
れ
筆
墨
に
精
し
く
、
用
硯
に
善
な
る
者

に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
知
る
あ
た
わ
ず
。

呂
留
良
に
は
米
苦
の
真
意
は
理
解
で
き
な
か

っ
た
よ
う
だ
。
な
ぜ
硯
が
平
ら
だ
と
筆
は
扁
に
な
る
の
か
、
そ
れ
を
避
け
る
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
が
、
わ
か

っ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
心
凹
や
筆

の
理
論

に
は
発
言
で
き
ず
に

「
古
制

に
し
か
ず
」
(古

い
も
の
の
方
が
よ
い
)

と
い
う
、
訳
の
わ
か
ら
な
い
要
約
で
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
書
画
論
の
常
套
で
、
悪
い
癖
な
の
だ
が
、
「物

の
道
理
を
知
る
者
、
ま

た
は
努
力
す
る
者
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
話
は
理
解
で
き
な
い
」
と
い
う

一
方
的
な
説
教
で
話
は
終
わ
り
に
な

っ
て
い
る
。
董
其
昌
と
て

同
じ
で
あ
る
。

『
画
禅
室
随
筆
』
二

古
人
論
画
に
い
え
る
あ
り
、
下
筆
に
は
凹
凸
の
形
あ
り
、
こ
れ
最
も
懸
解
、
吾
は
こ
れ
を
も

っ
て
高
く
歴

代
に
出
つ
る
処
を
悟
る
、
至
る
あ
た
わ
ず
と
い
え
ど
も
、
ね
が
わ
く
ば
、
こ
れ
に
効

っ
て
そ
の
百

一
を
得
、
自
ら
老
い
て
丘
堅
の
間

に
遊
ぶ
に
足
ら
し
め
ん
。

凹
凸
の
筆
法
を
体
得
し
て
米
苗
の
域
に
達
し
、
後
は
自
適

の
生
活
を
送
り
た
い
と
い
う
の
が
、
そ
の
真
意

の
概
要

で
あ
ろ
う
か
。
だ
が
、

硯
面
の
凹
凸
と
筆
鋒
の
円
と
い
う
理
論
は
消
去
さ
れ
て
い
る
。
今

一
つ
、

作

(己ライ
)
雲
林
画
、
須
用
側
筆
、
有
軽
有
重
、
不
得
用
圓
筆
、
其
佳
処
在
筆
法
耳
、

侃
贋
の
画
を
倣
う
に
は
、
圓
筆
は
使
え
な
い
と
い
う
の
は
、

一
般
論
で
な
く
米
紳市
に
対
す
る
反
駁
で
あ
ろ
う
。
次

の
側
は
、
「
圓
筆
に

よ

っ
て
は
じ
め
て
奥
義
に
到
達
で
き
る
」
と
米
紳市
の
意
を
受
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
、
「
四
面
圓
厚
」
の
引
き

方
か
ら
い

っ
て

『画

禅
室
随
筆
』
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
。
米
苗
よ
り
董
其
昌
を
選
ん
だ
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

清
華
琳

『南
宗
扶
秘
』

昔
人
論
画
有
云
、
作
画
用
圓
筆
、
方
能
深
造
、
為
四
面
圓
厚
也
、
此
説
非
善
学
者
、
亦
不
易
解
也
、

ま
た
次
の
例
で
は
、
扁
筆
、
圭
角
か
ら
み
て
、
斯
条
の
編
、
三
角
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
疑

い
な
い
。
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清
唐
岱

『絵
事
発
徽
』
「筆
法
」

能
用
筆
鋒
、
則
落
筆
圓
渾
不
板
、
否
則
川
筆
根
、
或
刻
或
扁
、
専
以
扁
筆
取
力
、
便
至
妄
圭

角
、

し
か
し
、
こ
こ
で
も
董
其
昌
、
華
琳
同
様
、
硯
の
凹
凸
に
対
す
る
観
察
は
消
え
て
し
ま

っ
て
、
「筆
の
根
元
を
使

う
の
は
よ
く
な
い
」

と
初
心
者
向
き
の
体
験
的
な
解
釈

へ
と
方
向
を
変
え
て
い
る
。

∬
条
の
米
紳市
の
主
張
は
、
明
清
の
論
画
に
多
様
な
影
を
落
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
原
点
と
な

っ
た

『
画
史
」

の
根
本
的
な
事
項
に

つ
い
て
は
誰
も
触
れ
よ
う
と
し
て
い
な
い
。
米
苛
受
容
の
あ
り
方

の
典
型
を
物
語

っ
て
い
る
。

唐
詞
、
字
彦
猷
、
始
作
鍬
心
凸
研

唐
胸
、
あ
ざ
な
は
彦
猷
、
始
め
て
鍬
心
の
凸
研
を
作
る
。

唐
胸

(景
徳
ニ
ー
治
平
元
、

一
〇
〇
五
-
六
四
)

真
宗
時
の
竜
図
閣
待
制
、
知
審
刑
院
だ

っ
た
唐
粛
の
子
。
初
め
父
の
恩
陰
に
よ

っ

て
将
作
監
主
簿
に
任
じ
ら
れ
、
仁
宗
の
天
聖
年
間

(
一
〇
二
三
-
三

.
)
進
士
及
第
と
な
る
。
以
下
そ
の
経
歴
に

つ
い
て
は
、
そ
の
著

『硯
録
』

の
中
で
語

っ
て
い
る
の
で
略
記
す
る
。

慶
暦
元
年
頃

(
一
〇
四
〇
)

知
梧
州

(広
西
)、
同
三
年

(
一
〇
四
三
)

知
帰
州

(湖
北
)
と
な
る
。

同
六
年

(
一
〇
四
六
)

知
盧
州

(安
徽
)
に
任
ぜ
ら
る
る
も
拝
せ
ず
。

以
後
、
尚
書
工
部
員
外
郎
、
直
史
館
、
知
湖
州

(漸
江
)
を
歴
任
。
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27米 苛 「画史』 考釈(七)

皇
祐
三
年

(
一
〇
五

一
)

西
江
転
運
副
使
、

至
和
二
年

(
一
〇
五
五
)

右
史

(起
居
舎
人
)

嘉
祐
三
年

(
一
〇
五
八
)

知
蘇
州
、
礼
部
郎
中
、
知
制
譜
。
同
五
年

(
一
〇
六
〇
)

知
杭
州

(漸
江
)
か
ら
吏
部
郎
中
。

同
六
年

(
一
〇
六

一
)

知
青
州

(山
東
)

夏
四
月
か
ら
八
年
三
月
ま
で
、
職
工
数
十
人
を
指
揮
し
て
硯
石
大
小
五
十
余
を
得

る
。
後
、
翰
林
侍
読
学
士
、
右
諌
議
大
夫
に
累
遷
、

つ
い
で
勾
当
三
斑
院
判
太
常
寺
、
給
事
中
に
進
む
。
治
平
元
年
に
杢
し
、
礼

部
侍
郎
を
贈
ら
れ
る
。

文
集
三
十
巻
が
あ
り
、
好
ん
で
硯
を
収
集
し
、
来
客
が
あ
る
と
、
硯
を
示
し
愛
玩
を
共
に
し
た
と
い
う
。
『
硯
録
』
二
巻
の
著
が
あ
る
。

(『
宋
史
』
三
〇
三
)

宋
朱
長
文

『読
書
断
』
下
に
は
、
字
を
彦
游
に
作
る
ほ
か
、
杢
年
も
右
と
異
な
る
。
以
下
全
文
を
示
す
。

宋
の
唐
詞
、
字
は
彦
游
、
仁
宗

に
事
え
て
内
は
禁
近
を
歴
、
外
は
方
面
を
治
め
、
文
雅
と
政
事
を
も

っ
て
顕
わ
る
。
嘉
祐
中

(
一
〇

五
六
-
六
三
)
、
侍
読
学
士
を
も

っ
て
杢
す
。
筆
　
は
す
こ
ぶ
る
逡
媚
、
す
こ
ぶ
る
欧

(陽
詞
)
の
行
書
を
学

ぶ
。
奇
硯
に
富
み
、

精
紙
佳
筆
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
妄
り
に
書
せ
ず
。

伝
え
ら
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
二

つ
あ
る
。

宋
王
關
之

『濯
水
燕
談
録
』

唐
彦
猷
、
清
簡
寡
欲
、
世
務
を
も

っ
て
意
を
な
さ
ず
、
公
よ
り
退
い
て
は

一
室
に
居
り
、
薫
然
と

し
て
終
日
黙
坐
し
、
た
だ
吟
詩
臨
書
、
烹
茶
試
墨
、
こ
れ
を
も

っ
て
日
を
度
る
。
嘉
祐
中
、
青

(州
)
に
守
た
る
と
き
、
糸
石
を
里

山
に
得
、
琢
い
て
硯
と
な
す
。
そ
の
理
は
紅
黄
相
参
わ
り
、
文
は
林
木

の
ご
と
く
、
或
い
は
月
量
、
或
い
は
山
峰
、
或
い
は
雲
霧
花

卉

の
ご
と
く
、
石
自
ら
膏
潤
、
墨
色
を
涯
か
ぶ
。
覆
う
に
厘
を
も

っ
て
す
れ
ば
数
日
乾
か
ず
、
彦
猷

『硯
録
』
を
作

っ
て
、
品
第

一
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と
な
す
。
お
も
え
ら
く

「
こ
の
石
を
得

て
は
、
端
渓
竜
尾
皆
置
い
て
復
た
視
ず
」
と
。

宋
江
少
虞

『宋
朝
事
実
類
苑
』
五
二

「
弁
画
絹
」

唐
彦
猷
侍
読
絢
、
弟
彦
範
詔
、
と
も
に

一
時

の
才
雅

の
誉
れ
を
檀
ま
ま
に

す
。
…
忽
と
し
て

一
客
の
黄
答

「梨
花
臥
鶴
」
を
携
う
る
あ
り
、
…
彦
猷
蓄
画
最
も
多
し
、
簾
を
開
き
蜀
の
趙

昌
、
唐
の
崔
舞
ら
数

名
花
と
を
較
ぶ
る
に
、
と
も
に
及
ば
ざ
る
所
あ
り
、
題
に
い
わ
く
、
「錦
江
釣
由
又黄
笙
筆
」
と
。
彦
猷
そ
の
半

ば
を
賞
し
、

よ

っ
て

暫
く
斎
中

に
留
む
。
少
し
く
そ
の
絹
色
を
玩
ぶ
に
、
晦
淡
酷
は
だ
練

に
類
す
。
彦
猷
そ
の
図
の
角
に
巨
印
あ
る
を
講
し
み
、
徐
う
に

　

　

潤
し
て
掲
げ
て
こ
れ
を
窺
う
に
、
す
な
わ
ち

「
和
買
絹
印
」
な
り

彦
範
世
故
を
知
る
、
大
い
に
笑

っ
て
い
わ
く
、

「和
買
は
祥
符

の
初

(大
中
祥
符
、

一
〇
〇
八
-

一
⊥ハ
)
に
始
ま
る
、
王
勉
の
頴
州

(安
徽
)
に
知
た
る
歳
、
大
い
に
磯
ゆ
。
府
銭
十
万
絡
を
出
だ

し
、
民
と
約
し
て
い
わ
く
、
来
年
蚕
熟

の
と
き
は
、
毎
貫

一
練
を
輸
せ
と
。
こ
れ
を
和
買
と
い
い
、

こ
れ
よ
り
例
と
な
す
。
黄
笙
は

唐
末
の
人
、

こ
れ
後
人
の
矯
為

(偽
作
)
な
り
」
と
。
遂
に
こ
れ
を
還
し
、
そ
の
諏
を
受
け
ず
。

そ
の
子
唐
堀
、
字
は
林
夫

(『
宋
史
』
三

一
七
)
と
は
米
苛
は
交
游
が
あ
り
、
『
画
史
』
観
に
自
蔵

の
徐
煕

「風
牡

丹
図
」
を
も

っ
て
、

林
夫

の
硯
と
交
換
し
た
と
い
う
。
こ
の
硯
は
、
宋
高
似
孫

『
硯
箋
』
三
、
「丹
石
硯
」
の
注
記
に
、

後
に
元
章
、
徐
煕
の
牡
丹
図
を
も

っ
て
唐
林
夫

の
硯
と
易
う
。

と
あ
る
も
の
に
相
当
す
る
。
丹
石
硯
と
は
高
似
孫
の

『
硯
箋
』
に
、

唐
林
夫
、
丹
石
硯
を
遺
す
、
緊
然
と
し
て
芙
蓉
の
出
水
の
ご
と
く
、
墨
を
殺
ぎ
筆
に
宜
し
、
唐
氏

の
譜
の
天
下
の
硯
、
こ
の
石
の

銘

に
し
か
ざ
る
な
り
、

と
い
う
。
そ
の
銘
文
は
高
似
孫
の
注
記
に
、

形
池
紫
淵
出
日
所
浴
、
蒸
為
赤
寛
以
貫
陽
谷
、
是
生
斯
珍
非
石
非
玉
、
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と

み

え

る

。

註
(
1

宋
工
關
之

『
湖
水
燕
談
録
』
「
雑
録
」

に
は
少

し
く
異
同

の
故

事
を
伝
え
る
。

祥
符
初
、
王
旭

知
頴
州
、
因
歳
飢
出
庫
銭
貨

民
、
約
蚕

熟
、
千
輸

一
練
、
其
後
李
士
衡
行
之

、

謂
之
和
買
絹
、
或

日
預

買
、
始
於
旭
也
。

陳

西
民
以
為

便
、
今
行
於
天
下
、
於
歳
首
給
之
、

29米 苗 「画史』考 釈(七)

鍬

『
硯

史

』

の
末

尾

、

「
様

品

」

の
章

で

は
、

最

多

の
文

字

が
費

さ

れ

て
、
多

く

の
硯

の
形

状

が

語

ら
れ

て

い

る
。

だ

が

、

つ
ま

る

と

こ

ろ
米

帝

の

主
張

は

、

「
心

凹

の
古

硯

」
、

中

心

部

の
く

ぼ

ん

だ

晋

唐

の
古

硯

を

絶

佳

と

し

、

他

は

一
切

排

除

す

る

と

い

う
価

値

判

断

に
終

始

し

て

い
る
。

『
画

史

』

斯

が

「
様

品

」

の
要

約

だ

と

さ

き

に

い

っ
た

の
は

、

こ

の
理

巾

に

よ

る
。

鍬

は

硯

の

平

面

の

比

喩

と

し

て
使

わ

れ

て

い

る
。

明

張

自

烈

の

『
正

字

通

』

に
よ

る

と

、

整

、

今

の
餅

を

烙

く

平

鍋

を

餅

鍬

と

い
う

。

と

い

い
、

『
説

文

句

読

」

に

は
、

整

、

面

円

に
し

て
平

、

三

足

、

高

さ

八

寸

ば

か

り

、

餅

鍬

な

り
。

と

い
う

。

『
西

清

古

鑑

』

に
は

、

盤

に
五

徳

の
よ

う

な

足

を

つ
け

た
器

が
載

せ

ら

れ

て

い
る
。
(
図

19

)

知

れ

き

っ
た

日

常

の
雑

器

の

た

め

か

、

米

帯

に
も

改

ま

っ
た
説

明

は
な

い
。

そ
し

て
実

は

こ

れ

が

よ

く

わ

か

ら

な

い
。
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30

『硯
史
』
様
品

其
晋
銅
硯
難
如
鍬
、
然
頂
殊
平
…
梁
傅
大
夫
磁
硯
、
心
如
鍬
、
環
水
如
辟
雍
之
製
、

と
あ
る
の
を
受
け
て
、

清
謝
慎
修

『謝
氏
硯
考
』
「
硯
図
」
四
に
、

辟
雍
硯
、
今
圓
く
し
て
杯
の
ご
と
き
も
の
あ
り
、
中
は
隆
く
水
を
起

こ
し
て
、
こ
れ
を
環
る
、
辟
雍
と
名
つ
く
。

　

　

と

い
う

。

図

20

は
、

広

東

省

審

坑

四
号

墓

出

土

の
唐

硯

で
、

ふ

ち

に
沿

っ
て
環

溝

が
あ

る
。

た
だ

し

、

謝

氏

の

い
う

「
中

は
隆

く
」

な

く

、

逆

に
低

く

な

っ
て

い

て
、

辟

雍

硯

で
あ

り

な

が

ら

、
米

紳市

の

い
う

「
心

は
鍬

の
ご

と

く

」

凸

状

に
な

っ
て

い
な

い
。

図

21
、

別

の

　
　

辟
雍
硯
で
は
、
中
央
は
盛
り
上
り
深
く
幅
の
あ
る
環
溝
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。
実
測
の
数
値
は
不
明
だ
が
、
「
小
円
資
硯
」

と
い
う

以
上
、
前
に
引
い
た
謝
氏
の

「円
く
し
て
杯
の
ご
と
し
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
を
さ
す
の
か
も
し
れ
な
い
。

辟
雍
は
周
代
の
天
子
の
大
学
の
名
と
い
う
。
東
西
南
北
四
方

の
大
学

の
中
央
の
も
の
を
辟
雍
と
呼
ん
だ
。
『
三
輔
黄
図
」

に
、
「壁

の
圓

な
る
に
か
た
ど
る
、
こ
れ
を
雍

(擁
)
す
る
に
水
を
も

っ
て
す
る
は
、
教
化
の
流
行
に
か
た
ど
る
」
と
い
い
、
学
校
の
周
囲
を
水
流
で

円
く
と
り
か
こ
む
と
こ
ろ
か
ら
、
名
が
起
こ
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
米
紳市
に
と

っ
て
の
鍬
は
軽
侮
の
対
象
と
し
て
の
比
喩
で
あ
ろ
う
。
彼
の
引
く
鍬
字
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は

「
こ
の
役
立
た
ず
め

が
」
と
い
う
軽
侮
の
念
が
あ
る
。
そ
う
と
し
か
受
け
と
れ
な
い
。
鍬
を
引

い
て
硯
を
論
ず
る
文
章
は
、
後
世
に

一
篇
も
な
い
。
後

の
学

者
は
暗
黙
の
う
ち
に
、
鍬
の
も

つ
敵
意
の
響
き
を
感
じ
と

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
『画
史
』

の
文
体

に
つ
い
て
改
め

て
考

え
直
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

一
見
ま
じ
め
で
地
味
な
論
議
に
も
、
米
苦
の
人
柄
に
直
結
す
る
椰
楡
嘲
笑
の
気
分
が
入
り
こ
ん
で
い
る

の
で
あ
る
。

48



註
(
1

前
出

『広

東
出
土
晋
至
唐
文
物
』

一
九
八
頁
、
図

77

(
2

前
出
、
桑

行
之
等
編

『説

硯
」

口
絵
第

一
頁

31米 苛 「画史』 考釈(七)

始

作
鍬
心
凸
研

「鍬

(い
り
な
べ
)
の
ご
と
き
、
中
央
部

の
盛
り
上
が

っ
た
硯
を
唐
絢
が
始
め
て
作

っ
た
」
と
い
う
記
事
は
、
『
硯
史
』
「様
品
」

に
い

う
、け

だ
し
古
硯
は
皆
心
凹
、
後
に
は
す
こ
し
く
正
平
、
い
ま
だ
凸
な
る
も
の
あ
ら
ず
、
始
め
て
侍
読
学
士
唐
彦
猷
、
紅
糸
の
辟
雍
硯
を

　

　

作
る
。

心
高
凸
に
し
て
馬
蹄
様
を
作
る
に
至

っ
て
、
亦
心
凸
、
磨
暴
の
溜
の
身
に
向
か

っ
て
出
ず
る
に
至
る
。

に
相
当
す
る
。

鍬
心
の
凸
硯
と
い
う
実
例
は
見
出
し
に
く
い
。
お
そ
ら
く
湖
南
省
長
沙
の
東
郊
、
楊
家
山

の
南
宋
、
王
耀
墓
出
土

の
灰
黒
色
の
石
硯
の

　
　

よ

う

な

も

の

で

は
あ

る
ま

い
か

。

(
図

22

)

硯

面

の
厚

さ

は
三

・
五

な

い

し

三

・
八

セ

ン
チ

メ

ー

ト

ル
と

記

録

さ

れ

る

。

つ
ま

り

●

.
三

セ

ン

チ

の
高

低

が

、

ゆ

る

や
か

な

カ

ー

ブ

を
作

っ
て
刻

さ

れ

て

い
る

わ

け

で
あ

る
。

前

方

に

は
小

さ
な

墨

池

が

あ

り

、

硯

而

か

ら

の
通

路

が

設

け

ら

れ

て

い

る
。

こ
れ

で

は
墨

は
筆

に
充

分

ま

わ

る

こ
と

は

不

可

能

で

あ

っ
て
、

米

帝

の

い
う

不

便

、

不

満

の
言

い
分

は

理
解

で
き

よ

う
。

註
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32

(
1(2

紅

糸
石
は
硯
材

の
第

一
に
あ
げ
ら
れ

て
珍
璽

さ
れ

て
い
る
。
唐

訥
に
し

て
み
れ
ば
、
最
高

の
石

で
理
想
的
な
硯
を
作

っ
た
と
い
う
喜

び
と
自

負

が

あ

っ
た

に
相
違
な

い
。
米
苗

は
そ
れ
を
け
な
し

て
い
る
の
で
あ

る
。

宋

無
名
氏

『
硯
譜
』

「紅
糸
石
」

青
州

(山
東
)
紅
糸
石
、
外
有
皮

表
、
磨
聾
即
其
理
紅
黄
相

参
、
(
石
)
理
黄
者
、
其

糸
紅
、

理
紅
者
、

其

糸
黄

、
須
飲
以
水
使
足
、
乃
可
用
、
不
然
渇
燥
、
唐
彦
猷
甚
奇
此
石
、

以
為
発

墨
不
減
端
石
、
…
蓋

物
之

奇
者
必
異
其
類
也
、

清

謝
慎
修

『
謝
氏
硯
考
』
岡
硯
品
」

按
眺
寛
西
渓
叢
語
、
欧
公

硯
譜

以
青

州
紅
糸
岩
為
第

一
、

此
硯
多
滑
、
不
受
墨
、
若
受
墨
妙
不
可
知
。

『
同
』
「
補
遺
」
「
紅
糸
石
」

唐
李
石
続
博
物
志
、

硯
譜

載
天
下
之
硯
四
十
余
品
、
以
青
州
紅
糸
石
為
第

一
、
端
州
斧
桐
山
石
為
第

二
、

歎

州

竜
尾
石
為
第

三

(謝
慎
修

は

「按

ず
る
に
譜
と

は
即
ち
文
房
四
譜
」
と
自
註
を
加
え

て
い
る
が
、

こ
れ

は
思

い
違

い
で
、
唐
絢

『
硯
録
』

で

あ
る
)

『
中
国
文
物
精
華
大

辞
典
』
金
銀

玉
石
巻
、
雑
項
篇

の
13

に
、

ひ
と
き
わ
美
し

い
唐
箕
形
紅
糸
石
硯

の
図
版
が
あ
る
。
「
紫

地
紅

糸
、

彩
雲

の
石

理
が
あ

り
、
長

さ

=
二
・
七
、
幅

九

・
七
、
高
さ
三
セ

ン
チ

メ
ー
ト
ル
」
。

(国
家
文
物
局
主
編
、
上
海
辞
書
出
版
社
、
香
港
商
務
印
書
館
、

一
九

九
六
)

「
長
沙
東
郊

楊
家

山
発
現
南
宋
墓
」
『
考
古
』

一
九
六

一
年
第
三
期
、

一
四
八

-

一
四
九
頁
、
背
面

に
纂
書

の

「
萬
」
字

の
あ

る

こ
と

か
ら

、

萬

字
硯
と

よ
ば

れ
る
。

50

本
朝
研
、
始
心
平
如
砥
、
…
唐
胸
始
作
鍬
心
凸
研
、

右
の
簡
単
な
宋
硯
の
展
開
に
つ
い
て
、
『硯
史
』
「
様
品
」
に
は
詳
し
い
沿
革
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

本
朝
、
弩
高
腰
痩
、
刃
は
潤
く
鍼
斧
の
状
に
変
成
す
。
仁
朝
已
前
の
硯
は
、
多
く
こ
の
製
に
作
る
。
後
や
や
少
な
し
。

(

1

(

2

 

資
政
殿
学
士
浦
伝
正
は
、
真
宗
用
い
る
所
の
硯
を
収
む
、
仁
廟

の
鮒
馬
都
尉
李
公
招
に
賜
わ
り
し
、
鳳
池
硯
の
形
製
と

一

今
に
至
る
ま
で
尚
方
は
こ
の
形
製
多
し
。
国
初
以
来
の
公
卿
家
に
往
往

こ
れ
あ
り
。

に
同

じ

。



仁
宗
已
前
の
史
院
に
賜
わ
り
し
官
硯
は
、
皆
端
渓
石
。
純
は
薄
く
、
上
は
狭
く
下
は
潤
し
、
峻
直
に
し
て
足
を
出
さ
ず
、
中
は
坦
夷

に
し
て
な
お
鳳
池
の
像
あ
り
、
或

い
は
四
辺
に
花
を
刊

(
け
ず
)
り
、
中
に
魚
や
亀
を

つ
く
る
も
の
あ
り
、
お
よ
そ
こ
の
形
製

は
端

の
下
岩
の
奇
品
多
し
。

嘉
祐
末

の
硯
様
、
す
で
に
大
指
の
ご
と
く
粗
、
心
は
甚
だ
凸
に
し
て
意
は
渾
厚
を
求
む
、
…
純
斗
は
も
と
よ
り
勒
む
こ
と
深
し
、

…

心
凸
、
始
め
て
侍
読
学
士
唐
彦
猷
紅
糸
の
辟
雍
硯
の
心
高
凸
、
馬
蹄
様
を
作
り
し
よ
り
、
亦
心
凸
。

冒
頭
に
い
う
、
「頭
部
が
弓
な
り
に
高
く
な
り
、
胴
は
痩
せ
、
刃
の
広

い
斧
鍼
の
形
」
と
は
、
『
西
清
硯
譜
』
に
載

せ
る
宋
薩
村
石
鳳
池

硯
が
参
考
に
な
ろ
う
。

(図
23
)

米
紳市
は
仁
宗
以
前
は
こ
の
形
が
多

い
と
い
う
。
宋
硯
に
こ
の
形
製
の
硯
が
み
ら
れ
る
の
は
事
実

で

あ
蘇
・

ま
た
明
清
二
硯
譜
の
鳳
池
硯
の
図
は
、
そ
の
形
が
崩
れ
て
い
て
、
イ
ー
ジ
ー
な
図
柄
に
な

っ
て
い
る
。
宋
硯
の
姿

の
誰
し
た
も
の
と
理

　

る

解

さ

れ

る
。

(
図

24

)

51

33米 苗 『画史』考釈(七)

註
(
1

(2

蒲
宗

孟
、

伝
正
は

そ
の
字
。
仁
宗
朝

に
太
子
少

師
を
贈
ら
れ
た
蒲
師
道

(
一
〇
〇
八

-
五
三
)

の
子
。

四
川
新
井

の
出
身

で
皇

祐
五
年

(
一
〇

五

三
)

の
進
士

、
神
宗
朝

の
尚
書
左
丞
。

(『
宋
史
』

三
二
八
)

蒲
伝
正

の
真
宗
所

用
硯
は
、
も
し
も
下
賜

の
品

で
あ
る
な
ら
、

そ

の
生
華

か
ら
考

え

て
、
父

の
代

に
得
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

仁
廟

は
、
北
宋
第

四
代

の
皇
帝
仁
宗

(在
位

一
〇

二
三
-
六

五
)
。
李
公
紹

は
仁
宗

の
娘
、

克
国
公
主
を
尚
し
て
鮒
馬
都

尉

に
登

っ
た
李

璋
、

公

招
は
そ

の
字
。
水
墨

の
竹
石

画
を
善

く
し
、
章
草

の
飛
白
や
吟
詠
も
善

く
し
た
。
奉
後
太
師
中
書
令
を
贈
ら
れ
た
。
画
蹟
は
伝
え
ら
れ
て
い
な

い
。

(
『
宋
史
』

四
六

四
)



34

(
3(

4

『
文
物
』

一
九
六

四
年

第

一
期
か

ら
六

五
年

第
十

二
期

ま

で
、
毎
号
硯
史
資
料

が
登
載

さ
れ
、
湖
南
、
陳
西
、
上
海
、
洛
陽
な
ど
各
博
物

館

の
蔵
硯

に

つ
い
て
の
特

集
も
収
め
る
。

『謝
氏

硯
考
」

の
図

の
左

は
、
異
体

で
あ
る
が
、
唐

訥

『
硯
録
」

に
い
う
、
「
外

は
皆
正
方

、
別
に
そ

の
中

に
台
を
作

る
、

こ
れ
を
墨
池
と

い
う
」

に
相
当
す

る
と
考

え
ら
れ
る
。

米
希

の
主
張
す
る
宋
硯

の
編
年

の
信

愚
性

は
、
ま
だ
確
認

に
至
ら
な

い
。

し
か
し
、
嘉
祐
八
年

(
一
〇
六

三
)
唐
荊

に
よ

っ
て
硯
面

の
高

さ

に

激
的
な
変
動
が
起

こ

っ
た
後
、
持
続

し
た
と

い
う
部
分
は
、
遺
品

に
徴
す

る
限
り
、
あ
ま
り

に
武
断

に
過
ぎ
て
通
用
し
な
い
と
考

え
る
。
米

希

の

い
う
、
宋
初
は
み
な
砥
石

の
よ
う
な
、
ま
た
嘉
祐
以
後
は
凸
面
状

の
硯
ば

か
り
だ
と

い
う

の
も
、
事
実

に
反
す
る
。
図

25
は
、
唐
諭
制
作

の
後

の

煕
寧
八
年

(
一
〇
七
五
)

の
石

硯
だ
が
、
は

っ
き
り
と
く
ぼ
ん

で
い
る
。
図

26

の
年
記

は
不
明
だ
が
、
『
西
清
硯
譜
』
中

の
宋

端
石

鳳
池

硯

は
、

中
央

に
広

い
く

り
こ
み
が
あ
る
。

伝
河
北
省
鉋
鹿
県
出
土

の
挑
河
緑
石
抄
手

硯
は
、
硯
面

に
同
心
円
状

の
石
理
が
あ

っ
て
、

そ
れ
を
そ
の
ま
ま

く

ぼ
み

に
作

っ
て
い
る
。

(
図
27
)

唐
絢
以
後

は
凸
面
ば
か

り
だ
と

は
と

て
も

い
い
き
れ
な

い
の
で
あ

っ
て
、
反
証
は

い
く
ら

で
も

あ

る
の

で
あ

る
。

52

一
方
、
晋
唐
の
古
瓦
で
も
中
心
部

の
隆
起
し
て
い
る
も
の
は
む
し
ろ
多

い
。
東
晋
の
青
粕
三
足
硯

(図
17
)
な
ど
は
そ
れ
で
あ

っ
て
、

こ
れ

一
つ
で
も

「晋
唐
皆
鳳
池
硯
」
と
い
う
米
帯
の
勇
ま
し
い
断
定
は
揺
ら
ぐ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
湖
南
省
博
物
館
蔵
、
西
晋
三
足
陶

硯
も
、
「硯
心
ほ
ぼ
凸
」
と
い
う
。
ま
た

「長
沙
両
晋
南
朝
墓
発
掘
報
告
」
八
四
頁
、
(『考
古
学
報
』

一
九
五
九
年
第
三
期
)

(
5
)
文

具
、
陶
硯

一
件
、
「円
形
、
池
心
平
坦

下
附
三
蹄
足
」
、
石
硯

一
件
、
「
長
方
形
に
近
し
。
両
端
は
ほ
ぼ
弧
形
を
呈
す
、
池
心
か
す
か

　

　

 

に
上
に
向

っ
て
凸
起
す
」
と
い
う
。
彼

の
知
見
に
入

っ
た
硯
の
数
の
限
界
を
思
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。
右
軍
硯
の
記
事
を
見
て
も
、
彼

は
ご
く
わ
ず
か
な
体
験
に
よ

っ
て
断
定
を
続
け
て
い
る
。
当
時
と
し
て
は
、
そ
れ
だ
け
で
も
周
囲
に
誇
示
す
る
に
足
る
経
験
で
あ

っ
た

ろ
う
が
、
現
代
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
北
宋
時
代
の
情
報
量
の
貧
し
さ
と
、
そ
の
上
持

っ
て
生
ま
れ
た
彼
の
性
格

と
が
、
米
苛
の
文
章



を

空

し

い
ま

で

に
景

気

づ

け

て

い

る

の

で
あ

る
。

註
(
1

王
啓
初

「
湖
南
省
博
物
館
的
几
方
蔵

硯
」

五

一
頁

『
文
物
』

う
も

の
は
少
な

い
。
右
は
そ

の
例
外
的

な
指
摘

で
あ
る
。

一
九
六

五
年

十
二
期
、

硯

の
記
事
は
あ

っ
て
も
、
硯
面

の
凹
凸

に
ま

で
い

云
、
宜
看
墨
色
、
毎
援
筆
即
三
角
、
字
安
得
園
哉

い
う

、

「
よ

ろ

し

く

墨

色

を

看

る

べ
し
」

と
。

筆

を

と

る
ご

と

に
、

す

な

わ

ち

三

角

、

字

い
ず

く

ん
ぞ

円

な

る

を

得

ん

や
。
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唐

詞

は
凸

硯

を
作

っ
て
、

「
ど

う

か

墨

の
色

を

ご

ら

ん
な

さ

い
。
」

な

ど

と

い

う
。

と

こ
ろ

が
、

筆

を

と

る
段

に
な

る
と

、

き

ま

っ
て

穂

先

は
三

角

だ
。

(
入

矢

先

生

訳

、

「
筆

先

が

三

角

に
角

ば

っ
た

形

に
な

る
」
)

ど

う

し

て
円

い
字

形

な

ど

で
き

る
も

の
か

。

35米 苛 「画史』考釈(七)

宜
看
墨
色

『
硯
史
』
に
は
よ
り
具
体
的

に
い
う
、

　

　

唐
彦
猷
作
紅
糸
辟
雍
硯
、
心
高
凸
至
作
馬
蹄
様
、
亦
心
凸
至
磨
墨
溜
向
身
出
、
観
墨
色
則
凸
高
増
浮
乏
之
勢
、
援
毫
則
非
便
也
、

唐
彦
猷
、
紅
糸

の
辟
雍
硯
を
作
る
、
心
は
高
凸
に
し
て
馬
蹄
様
を
作
る
に
至
る
。
亦
心
凸
に
し
て
磨
墨

の
溜

っ
て
身
に
向
か

っ

て
出
ず
る
に
至
る
。
墨
色
を
観
れ
ば
す
な
わ
ち
凸
高
に
し
て
浮
乏
の
勢
を
増
す
。
筆
を
援
れ
ば
則
ち
便
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
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註

「
墨

色

を

看

る

べ
し

」

と

い

う

一
句

は
、

こ
れ

だ

け

の
内

容

を
背

景

に

し

て
記

述

さ

れ

て

い
る
。

『
画

史

』

の

文

章

が

わ

か

り

に

く

い

の

も

当

然

で
あ

る

。

「
筆

を

と

る

に
便

に
あ

ら

ず
」
、

そ

の

こ
と

を
目
パ体

的

に
示

す

た

め

に
、

「
筆

を

と

る

ご

と

に
、

す

な

わ

ち

一.一

角

と

な

る

」

と

い
う

。

そ

れ

に
し

て
も

一
、一角

と

は

過

激

な

表

現

で
あ

る
。

(
1

『
美
術
叢

書
」
本

、
洲
観
墨
色
」
を
硯
墨
.色

に
作

る
。
則
凸
高
増
を
則

凹
高
増

に
作

る
。

と
も

に
誤

ま
り
。

毎

援

筆

、

即

三

角

「
筆

を

と

る

段

に
な

る

と

、

穂

先

は
三

角

に

な

る

。

三

角

に

な

る

の

は
、

実

は

硯

の
方

に
責

任

が

あ

る

の

だ
」

と

い
う

の
が

、

彼

の
理

屈

で

あ

る
。

そ

の

こ
と

は

『
硯

史

』

に
説

明

が

あ

る

。

　

ヨ

硯

様

は

す

で

に
大

指

の
ご

と

く

粗

、

心

甚

だ

凸

、

純

斗

(
硯

の
頭

部

の
縁

飾

り

の
中

に
彫

ら

れ

た
方

形

の
水

た

ま

り

)

は
、

も

と

よ

り
勒

(
き

ざ

)

む

こ
と

深

く

、

滞

墨

は
糠

(
あ

ら

)

い

が

た

し
。

心

凸

の
故

に
、

筆

を
点

す

る

も

圓

な

ら
ず

、

常

に
三

角

の
籏

(
や

じ

り
)

の
ご

と

し

。

最

後

の

「
心

凸

…

故

三

角

籏

」

を

中

田
先

生

は

、

「
筆

に
墨

を

う

け

る

と

き

硯

に
筆

を

お

ろ

す

と

、

表

面

が

凸

出

し

て

い

る

た

め

に
、

　

　

筆

鋒

の
形

が

や

じ

り

の
よ

う

な

三
角

形

に

な

り

、

ふ

っ
く

り

と

円

い

形

に

な

ら

な

い

こ
と

を

い

う

の

で
あ

ろ

う
」
。

と

い

わ

れ

る

。

そ

の
通

り

と
考

え

る

。

ま

た
純

斗

故

勒

深

に
は

、

黄

欽

阿

に
別

解

が

あ

る
。

純

斗

故

勒

深

と

は
、

辺

及

び

池

の
故

意

に
陸

下

し

て
深

く
陰

陽

の
痕

線

あ

る

を

い
う

な

り
。

墨

溜

の
身

(
硯

の
胴

)

に
向

か

っ
て

54
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註

出

で
、

澗

(
し

た

た

り
)

の
辺

際

に
出

ず
。

三
角

の
籏

と

は

筆

の
開

花

す

る
な

り

、

中

高

の
故

に
点

筆

の
常

に
開

花

を

患

う
る
な

り
。

筆

の
穂

先

が

カ

リ

フ

ラ

ワ

ー

の
よ

う

に
ば

ら

け

る

と

い
う

イ

メ

ー
ジ

を

い

う

の

だ

ろ

う

が
、

正

解

で
は

あ

る

ま

い
。

ヴ

ァ

ン

・
グ

リ

ッ
ク

の
英

訳

は

、

巴
≦
塁

。。

同
Φ
ヨ
p
ぎ
。。
葬

①
p

夢

同
①
①

1
8

毎

霞
巴

胃

8

≦
1
冨

巴

●

で
原

文

を

直

訳

し

た

だ

け

の
も

の
。

(
1

中

田
先

生

は

「
比

喩

と

し

て

の
大

指

は
理

解

し

が

た

い
」

と

い

わ

れ

る
。

す

の

み
。

夢

Φ

ぎ

ズ
ω
す

げ
ω

を
霞

○

ω
丁
ゆ
℃
○
ユ

一葺

o

餌

チ

⊆
∋
σ
.

(
2

所

収

本

、

(
1

に

同

じ

。

(
「宋
人

硯
譜
十
種
」
)

ま

だ

ヴ

ァ
ン

・
グ

リ

ッ
ク

は

逐

字

訳

を

示

余
梢
追
復
其
様
、
士
人
間
有
用
者
、
然
梢
平
、
革
鍬
背
未
至
於
瓦
、
惟
至
交

一
両
人
頓
悟
者
用
之
　
、
亦
世
俗
不
能
発
薬
也

余

す

こ
し

く

そ

の
様

を

追

復

す

、

⊥

人

の
間

間

用

う

る
者

あ

り

、

然

れ

ど

も

す

こ
し

く

平

ら

に
し

て
、

鍬

背

を

革

(あ

ら

た
)

め

て
、

い

ま

だ

瓦

に
至

ら

ず

、

た

だ

至

交

の

一
両

人

の
頓

悟

の
者

の

み

、

こ
れ

を

用

う

る

の
み

。

亦

世

俗

は
薬

を

発

す

る
あ

た

わ

ざ

る

な

り
。

私

は
た

ま

り
か

ね

て
占

硯

の
復

元

を
試

み

た
。

⊥

大

夫

に
は

使

う

者

も

い

る
け

れ

ど

、

ま

だ
削

り

が
足

ら
ず

平

ら

で
あ

る
。

真

.平

ら

55



38

な

妙

り

鍋

の
底

を

変

え

て

は

み

た
も

の

の
、

古

瓦

の
凹

み

に
は

及

ば

な

い
。

一
人

二
人

、

て

い
る

。

一
方

世

俗

一
般

は
と

き

た
ら

、

こ
れ

は
も

う
馬

鹿

に

つ
け

る

薬

は

な

い
。

最
も
親
密
な
よ
く
物

の
わ
か
る
者
は
使

っ

当

時

通

行

の
硯

に
対

し

、

は

っ
き

り
と

彼

は
不

満

だ

っ
た
。

硯

だ

け

で
は

な

い
。

硯

を

変

え

よ

う

と

し

な

い
当

時

の
社

会

に
対

し

て
も

不
満

だ

っ
た

。

「
古

硯

に
対

し

て
も

、

こ

の
お

れ

に
対

し

て
も

、

世

間

は

そ

の
善

美

を

正

当

に
認

め

て

い
な

い
」
、

「
ど

い

つ
も

こ

い

つ

も

盲

ば

か

り

だ
」
、

そ

れ

が

斯
条

の
結

論

な

の

で

あ

る
。

革
鍬
背
未
至
於
瓦

宋
高
似
孫

『
硯
箋
』

一

「製
法
」
に

「
米
氏
書
史
」
の
割
注
と
と
も
に
次
を
引
く
。
高
氏
の
杜
撰
な
引
用
の
例

で
あ
る
。

本
朝
硯
心
平
如
研
、
援
筆
則
編
、
彦
猷
作
鍬
心
凸
硯
、
援
筆
即
三
角
、
作
字
安
得
圓
哉
、
余
復
其
様
梢
革
鍬
背
。

『画
史
』
を
読
ま
な
い
者

に
は
、
到
底
不
可
解
な
行
文
だ
が
、
米
紳市
の
復
元
は
妙
り
鍋
の
底
を
細
工
す
る
の
だ
と
、
高
似
孫
は
考
え
て

い
た
ら
し
い
。
高
氏
は
柳
条
を
寸
断
し
て
引
用
し
な
が
ら
、
意
味
を
ほ
と
ん
ど
理
解
し
て
い
な
い
。
ま
た
元
蘇
森

『
書
法
鉤
玄
』
「米

苛
論
圭
臼」
に
、

智
永
硯
、
臼
を
成
し
て
、
す
な
わ
ち
よ
く
右
軍

に
到
る
。
も
し
穿
透
す
れ
ば
始
め
て
鍾
索
に
到
る
。
勉
め
ざ
る
べ
け
ん
や
。

と
い
う
の
も
、
右
の
条
を
踏
ま
え
て
い
る
。
「智
永
硯
成
臼
」
は
、
『書
史
』
『
硯
史
』
に
い
う
、

余
収
晋
硯

一
、
智
永
硯

一
、
心
如
臼

(『硯
史
』
で
は
中
亦
成
臼
に
作
る
)

に
基
き
、
後
半
は
斯
条
に
よ

っ
て
い
る
。
「墨
を
す
る
こ
と
で
硯
を
臼
の
よ
う
に
磨
滅
さ
せ
た
な
ら
王
義
之
ま
で
も
至
り

つ
く

こ
と
が

56



で
き

、

更

に

硯

を

突

き

破

る

ほ
ど

、

墨

を

す

っ
て
学

習

す

れ

ば

、

鍾

縣

、

索

靖

の
域

に

及

ぶ

こ
と

が

で
き

ょ

う
」

と
演

繹

し

て

い
る
が
、

こ

こ

で

も

鍬

は

全

く

姿

を

消

し

て

い

る
。

元

朝

に
入

っ
て
も

、

『
画

史

』

の
真

意

を

把

握

で
き

な

か

っ
た

こ
と

を

示

す

一
例

で
あ

る
。

発
薬薬

石
を
開
い
て
、
そ
の
蒙
を
治
癒
す
る
。
薬
に
な
る
よ
う
な
教
え
を
与
え
る
。
『荘
子
』
「
列
禦
冠
」
列
子
…
及
干
門
日
、

曽
不
発
薬
乎
。

入
矢
先
生
訳
は

「
処
方
す
る
」。

「世
俗
の
手
合

い
な
ぞ
治
癒
で
き

っ
こ
な
い
」
の
同
時
代
の
類
似
の
例
に
、
次
が
あ
る
。

『山
谷
題
践
』
五

書
給
巻
後
…
俗
便
不
可
医
。

『蘇
東
披
詩
集
』
九

「
於
潜
僧
緑
箔
軒
」

無
肉
令
人
痩
、
無
竹
令
人
俗
、
人
痩
尚
可
肥
、
士
俗
不
可
医
。

先
生
既
来
、

57
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お
わ
り

に

「
米

仲市
の
足

音

が

聞

こ
え

る

」
、

こ

の
論

文

の
執

筆

の
際

中

に
幾

度

と

な

く

そ

う

思

っ
た

も

の

だ
。

『
画
史

』

の
晦
渋

な
文

字

の
背

後

に

は

、

広

大

な

メ

ッ
セ

ー

ジ

が
隠

れ

て

い
る
。

斯

条

と

『
硯

史

』

と

の
関

係

の

よ

う

に
、

『
硯

史

』

の

よ

う
な

事

実

を

知

ら

な

け

れ

ば

、

『
画

史

』

の
翻

訳

は

お

ぼ

つ
か

な

い
。

も

と

よ

り

、

『
硯

史

』

の

よ

う

な
都

合

の
よ

い
資

料

が

、

い

つ
で
も

あ

る

わ

け

で

は

な

い
。

し

か

し

、

斯

条

で
学

ん
だ

方

向

と
方

法

は

、
A
,
後

の
指

針

と

し

て
動

か

な

い
。

こ

の
小

論

の
作

業

が
苦

し

か

っ
た

だ

け

に
、

今

の
喜

び

は
大

き

い
。
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貴

重

な

書

物

を
寛

厚

に
貸

与

し

て
下

さ

っ
た
下

野

健

児
先

生

、

宇

佐

美

松

鶴

堂

林

換

盛

氏

、

京

都

大

学

研

究

生

黄

貞

燕

碩

士

、

無

躾

な

質

問

に
快

く
教

示

さ

れ

た
上

原
真

人

、
林

巳

奈
夫

両
先

生

、

グ

リ

ッ
ク

の

『
硯

史

』

英

訳

の
複

印

や

、

卿

条

の
英

文

訳

を

恵

投

さ

れ

た

ハ

イ

デ

ル

ベ

ル
ク
大

学

ロ
ー
タ

ー

・
レ
ダ

ロ
ー
ゼ

(
H
しO
d
げ
P
同
】じ
Φ
9
9
①
同
O
oQ
Φ
)

教

授

、

各

文

の
句

読

訓

点

を

つ
け

て
下

さ

っ
た

上

、

多

く

の

指

教

を

賜

っ
た

入

矢

義
高

先

生

、

広

東

出
土

の
硯

に

つ
い

て

の
資
料

を
、

快

く
教

示

さ

れ

た
香

港

中

文

大

学

高

美

慶

教

授

、

ま

た

こ

の

文

章

を
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41米 苗 『画史」考 釈(七)
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(陳西省博物館)
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3唐 陶硯 (陳西省博物館)
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43米 苛 『画史』考釈(七)

》
4-b唐 風字硯 測量図

5唐 箕形紫石硯 (天津市芸術博物館)
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〆
ダ・1弔糟 ・騒

岬

騨 購　1副

6唐 箕形歓硯 (安徽省博物館)

塾 愈
∴ 轟

7東 魏

一 μ、}曳8

武定七年銘 箕形陶硯(陳 西省博物館)
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45米 帯 「画史』考 釈(七)

8日 石製明器(洛 陽焼溝出土)

林巳奈夫編 《漢代の文物》より

騰饗戦
1騨欝

、::1唄

9-a唐 端石両足硯(湖 南省博物館) 9-b同 背 面

,、…ξ謙 繍 担

63



46

`乙1巴

3=i'+」

…

メド

灘
㌔1蝿・監llil`

10晩 唐 箕形陶硯 (洛陽市博物館)

11銅 雀 瓦 硯 《西清硯譜》巻一
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47米+t+-IIJ「 画 史 」 考 釈(七)
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13-a法 隆寺献納宝物 瓦硯
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49米7『 画史』考釈(七)
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51米 苗 「画史』考釈(七)

17-b東 晋 青 ・r三足 硯 断 面 図

18西 漢 石硯と墨丸 (広州象W南 越王墓博物館)
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19整 《西清古鑑》

20-a唐 青 資 辟 雍 硯 (広東省博物館)
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53米 苛 『画史』考釈(七)

.髪多%多 砺 `,.△ 一 、rL●4''

◎ ◎ ⑲厚 ㊥ ㊥

20-b唐 青甕辟雍硯断面図

21唐 緑粕獣脚連座小円資硯
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宋 萬字陶硯(湖 南省博物館) 22-b同 背 面
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23宋 薩村鳳池硯 《西清硯譜》巻十四

72



55米 苗 『画史』 考釈(七)
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24-a鳳 池硯 明 温惇 《硯譜》欣賞編

24‐b鳳 池硯 清'謝 慎修 《謝氏硯考》硯図
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25宋 煕寧八年石硯 (常州市博物館)

氷
端
石
鳳
池
溺
い
正
萄
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26宋 端石鳳池硯図 《西清硯譜》巻十四
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57米 帯 『画史」 考釈(七)

27宋 挑河緑石抄手硯 (安徽省博物館)
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